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平成２５年本宮市教育委員会８月定例会会議録 

 

１ 日  時  平成２５年８月２７日（火） 午後１時３０分～午後４時５０分 

 

２ 場  所  本宮市役所 ３階 第１・２常任委員会室 

 

３ 出席委員  委   員   長（１番）  仲 川   清 

        委員長職務代理者（２番）  谷   明 子 

        委      員（３番）  渡 辺 俊 之 

        委      員（４番）  古 宮 博 文 

        教   育   長（５番）  原 瀬 久美子 

 

４ 出席職員  教育部長            国分 忠一 

        次長兼教育総務課長       後藤  章 

次長兼第一保育所長       猪股 照子 

参事兼管理主事兼指導主事    鈴木 康雄 

生涯学習センター長       野内 秀夫 

幼保学校課長          菅野 秀昭 

指導主事            佐藤  聡 

        （書記）教育総務課課長補佐   渡辺 和義 

 

５ 傍聴人 １人 

 

６ 案  件 

議案第３０号 本宮市教育事務評価委員の委嘱について（人事案件につき非公開） 

議案第３１号 平成２４年度教育委員会所管の本宮市一般会計歳入歳出決算について 

議案第３２号 平成２５年度教育委員会所管の本宮市一般会計補正予算（第５号）につい

て 

議案第３３号 本宮市小中学校児童生徒各種大会参加補助金交付要綱の制定について 

議案第３４号 本宮市小中学校児童生徒各種大会参加補助金交付要綱取扱要領の制定に

ついて 

議案第３５号 本宮市児童福祉事業等補助金交付要綱の一部改正について 

議案第３６号 本宮市保育士等処遇改善臨時特例事業補助金交付基準の制定について 

協議第 １ 号 平成２５年度本宮市教育委員会学校訪問について 

報告第 １ 号 平成２５年８月５日集中豪雤による被害状況について 

報告第 ２ 号 教育施設等除染事業について 

報告第 ３ 号 未来（あした）への道 1000km 縦断リレーについて 

報告第 ４ 号 ＡＬＴプロフィールについて 

報告第 ５ 号 平成２５年度本宮市小学校鼓笛隊パレードについて 
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報告第 ６ 号 第１回もとみやかるた大会について 

報告第 ７ 号 宝くじスポーツフェア「ドリームベースボール」について 

報告第 ８ 号 上尾市との社会人野球交流について 

報告第 ９ 号 中体連安達支部駅伝出場者強化練習会について 

 

７ 審議経過 

 

【午後１時３０分開会】 

◇委員長 ただいまから、教育委員会８月定例会を開会いたします。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎会議録署名委員の指名 

◇委員長 会議録署名委員の指名を行います。 

  今回は、４番委員と５番委員にお願いいたします。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎教育長諸報告 

◇委員長 それでは、初めに、教育長からの諸報告をお願いいたします。 

  教育長。 

◇教育長 それでは、教育長の諸報告をさせていただきます。 

  １つ目の報告、（１）番は、本宮第二中学校新校舎の供用開始についてです。 

  本宮第二中学校の新校舎につきましては、７月２９日に新築復旧工事が完成し、翌３０日に引き

渡しを受けました。その後、仮設校舎からの引っ越し作業を８月の第２週に行い、昨日より供用を

開始しましたので、ご報告いたします。 

  一部外構工事が残っておりますが、今月中には全ての工事が完了する予定となっております。ま

た、仮設校舎につきましては、９月中旬までに解体撤去が完了いたします。 

  なお、既にご案内を差し上げておりますが、新校舎の落成式を９月７日土曜日午前１０時より行

いますので、ご出席いただきますようよろしくお願いいたします。 

  あわせまして、新校舎の完成記念として、本宮第二中学校の卒業生である宮城県在住の川名祥子

様より、図書購入費として３０万円のご寄附をいただきましたので、ご報告いたします。 

  （２）番、学校施設等耐震化推進計画の見直しについてです。 

  学校施設等耐震化推進計画につきましては、昨年度、計画内容の見直しを行い、保育所を含めた

耐震化事業の完了年度を２年前倒しにより、平成３１年度としたところでございます。 

  今般、別紙のとおり、文部科学大臣から、平成２７年度までに公立学校施設の耐震化を完了する

よう要請がございました。これを受けまして、本市におきましては平成２８年度に予定しておりま

す白沢中学校体育館の耐震改修事業が今回の要請対象工事となることから、学校施設等耐震化推進

計画の再度の見直しにつきまして検討を始めましたので、ご報告いたします。 

  大きな２番の会議等出席報告につきましては、プリントのとおりです。 

  以上です。 

◇委員長 ありがとうございました。 

  それでは、皆さんのほうから、今の報告に対する質問をいただきたいと思います。 

〔発言する人なし〕 
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◇委員長 そうすると、報告の１につきましては、本宮第二中学校、９月７日１０時からの出席依頼

ですね。これ、よろしくお願いします。 

  それから、学校施設等の耐震化関係につきましては、文科省の指導により、再度見直しを図ると

いうことで、結果的には２年後の平成２７年度までに白沢中学校についても完了すると、こういう

ふうな考え方で進めているということでよろしいでしょうか。 

◇教育長 はい、そのとおりです。なお、従前の計画はこれでした。これを前倒しして、白沢中学校

を２７年度までという方向で検討をしているところです。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇２番委員 すみません。学校施設であるからして、この２９年、３０年、３１年の保育所関係とい

うのは、今回の形で再見直しというのはなく、このままの予定でという、今のところの予定でしょ

うか。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇教育長 厚生労働省のほうからは何の指示もないのです。ですので、現在はこのとおり、１年上が

ると全部上がるとは思いますけれども、現在のところはこの計画でいくということにしております。 

◇２番委員 わかりました。ありがとうございます。 

◇委員長 これは耐震関係だけで、改築そのものは対象にしていないという、文科省と厚労省との関

係なんだけど。 

◇教育長 保育所につきましては、改築等はしておりますが、耐震も絡むものです。ただ、新しくど

こかにつくるかとか、どうするかというのは今後の計画になると思いますが、多分、耐震をすると

いうのが基本はあると思います。 

◇委員長 はい、わかりました。 

〔「委員長」と言う人あり〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇教育部長 保育所につきましては、文部科学省ではなくて厚生労働省管轄になります。このたび、

２７年度まで学校施設ということで文書が来ておりますのは、文部科学省管轄の学校施設というこ

とになりますので、２８年度に予定しておりました白沢中学校の体育館の耐震については１年前倒

ししていきたいと。そうすると、ここ１年あくようになりますので、ここにつきましては、これを

３１年度までで実は財政計画が全部できております。 

  ２８年のやつを２７年に１年前倒しすることについては、方向性的には決まっておりますが、財

政計画の見直しの中で、後年度にどういう負担が生じるかの検証してからということになっており

ます。そうしますと、２９、３０、３１の保育所の前倒しについても、それらを踏まえて前倒しで

きるか、できないかという判断がこれからになるかと思います。 

  あわせて、第二保育所、第三保育所につきまして改築になっておりますが、耐震工事も一緒にな

っております。では、この保育所が今のままのところに耐震をすればいいのか、場所を変えて別な

ものをつくったらいいのか。あえて言ってしまえば、おひさま幼保園のような総合施設がいいのか、

国で言っているこども園みたいなものがいいのか、そういうことを含めた検討を尐なくとも２６年

度中に終えないと、２８年度もかなり厳しい状況になっておりますので、それら全体的なことを含

めて年度の設定はしていきたいと考えております。 

  以上です。 

◇委員長 その課題はあるわけですね。 
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  いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、質疑を打ち切りたいと思います。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎議案第３０号 本宮市教育事務評価委員の委嘱について 

（人事案件につき非公開） 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎議案第３１号 平成２４年度教育委員会所管の本宮市一般会計歳入歳出決算について 

◇委員長 次に、議案第３１号 平成２４年度教育委員会所管の本宮市一般会計歳入歳出決算につい

ての説明をお願いいたします。 

  はい、どうぞ。 

◇書記 〔議案第３１号を朗読〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇次長兼教育総務課長 それでは、平成２４年度の決算概要につきまして、教育総務課より順次ご説

明を申し上げたいと思います。 

  議案第３１号資料並びに成果報告書をごらんいただきたいと思います。 

  まず初めに、決算書の歳入のほうでございますが、２８ページ、２９ページ、お開きをいただき

たいと思います。 

  １３款使用料及び手数料の３節保健体育使用料でございます。備考欄の一番下にございます行政

財産目的外使用料（駐車場）とございますが、３２万７，５４０円のうち２４万９，６００円につ

きましては、本宮一中体育館の駐車場、一部でございますが、社会福祉法人銀河の駐車場として貸

し付けを行ったものでございます。 

  続きまして、３４、３５ページをお開き願います。 

  １４款国庫支出金、１項国庫負担金、２目災害復旧費国庫負担金、１節の文教施設災害復旧費負

担金でございますが、備考欄の中学校災害復旧費負担金につきましては、本宮二中の新築復旧工事

及び中学校３校の学校プール災害復旧工事、白沢中学校グラウンド法面の災害復旧工事に係る国庫

負担金でございます。小学校災害復旧費負担金は、本宮小学校、五百川小学校、和田小学校の校舎

及び糠沢小学校プールの災害復旧に係る国庫負担金となっております。 

  同じく４目教育費国庫負担金、３節中学校費負担金の公立中学校施設整備費負担金でございます

が、これは本宮二中新校舎の多目的教室整備に係る国庫負担金でございます。 

  続きまして、３６、３７ページをお開き願います。 

  ２項国庫補助金、５目教育費国庫補助金、２節中学校費補助金の備考欄一番下にございます公立

学校施設整備費補助金につきましては、本宮二中新校舎の太陽光発電設備に係る国庫補助金でござ

います。 

  次に、３８、３９ページをお開き願います。 

  ６目災害復旧費国庫補助金、４節文教施設災害復旧費補助金、備考欄の中学校災害復旧費補助金、

これにつきましては本宮二中の仮設校舎に係る補助金でございます。 

  続きまして、４８、４９ページをお開き願います。 

  １５款県支出金、２項県補助金、８目災害復旧県補助金、３節厚生労働施設災害復旧費補助金の

社会福祉施設等災害復旧費補助金につきましては、白沢保育所園庭のり面の災害復旧に係る補助金
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でございます。 

  続きまして、５４、５５ページをお開き願います。 

  １６款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、２節の建物貸付収入の備考欄２行目に

ございます教員住宅貸付収入につきましては、教員住宅３棟に係る家賃収入でございます。 

  同じく２目利子及び配当金、１節利子、備考欄の下から３行目にございます教育施設等整備事業

基金利子につきましては、基金からの利子収入でございます。 

  続きまして、６２、６３ページをお開き願います。 

  １８款繰入金、２項基金繰入金、３目教育施設等整備事業基金繰入金、１節教育施設等整備事業

基金繰入金につきましては、岩根小学校新体育館の設計及び五百川幼稚園旧園舎の解体、それから

本宮一中体育館連絡通路建設の財源といたしまして、基金から一般会計に繰り入れを行ったもので

ございます。 

  続きまして、８２、８３ページをお開き願います。 

  ２１款市債、１項市債、５目教育債、１節中学校債につきましては、本宮二中の新築復旧工事及

び本宮一中の体育館連絡通路建設工事に係る借入金でございます。 

  同じく５目小学校債は、岩根小学校体育館の整備に係る借入金となってございます。 

  以上が歳入の概要でございます。 

  次に、歳出の説明をさせていただきます。 

  決算書の１７４、１７５ページをお開き願います。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、３目保育所費の備考欄３保育所維持管理費でございます。成果報

告書のほうもあわせてごらんいただきたいと思います。成果報告書は１１８ページとなります。各

保育所の維持管理及び管理用備品の整備に要した経費で、主な内容は機械警備委託料、保守点検委

託料などでございます。 

  続きまして、決算書１７８、１７９ページをお開き願います。 

  ３目保育所費の備考欄６幼保一元化施設整備費につきましては、昨年４月に開設いたしました五

百川幼保総合施設の遊具整備に要した経費のうち、保育所費に係る経費でございます。成果報告書

は１２１ページに記載がございますので、ごらんをいただきたいと思います。 

  続きまして、２６４、２６５ページをお開き願います。 

  １０款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、備考欄１の教育委員会運営費でございます。

成果報告書は２０２ページとなります。教育委員会の定例会及び臨時会を計１４回開催をするとと

もに、小・中学校、幼稚園、保育所の全施設について学校訪問を実施し、現状把握と教育活動の支

援に努めました。主な支出の内容は、教育委員報酬や会議録作成のための音訳料等となっておりま

す。 

  続きまして、２６６、２６７ページをお開き願います。 

  ２目教育総務管理費、備考欄２の教育総務管理費でございます。成果報告書は２０３ページとな

ります。教育委員会が所管する事務事業の点検評価、それから教員住宅の維持管理、また、本宮ま

ゆみ小学校オープンスペース基礎調査及び教育施設等整備事業基金の管理に要した経費でございま

す。主な内容でございますが、教育事務評価委員会の委員報酬、教員住宅の修繕料、教育振興基本

計画アンケート調査結果分析業務委託料などでございます。 

  教育施設等整備事業基金につきましては、学校施設等耐震化推進計画の見直しに伴い、３億円の

積み増しを行いました。また、本宮まゆみ小学校のオープンスペース基礎調査事業につきましては、
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調査検討委員会を設置し、教育学習環境への影響調査及び教育環境改善対策について検討を行いま

した。 

  続きまして、２７８、２７９ページをお開き願います。 

  ２項小学校費、１目学校管理費、備考欄３の学校施設維持管理費につきましては、小学校施設に

おける安全で快適な教育環境の維持向上に要した経費でございます。成果報告書は２１６ページと

なります。学校施設の諸修繕を初め機械警備委託料など、各種の点検委託料等を支出したほか、本

宮小学校と五百川小学校のプール循環ポンプの更新を行いました。また、本宮まゆみ小学校の夏期

における暑さ対策として、校舎吹き抜けのトップライトに遮光シートを設置するとともに、体育館

に暗幕の設置を行いました。 

  続きまして、２８４、２８５ページをお開き願います。 

  ３目の学校建設費、備考欄１の岩根小学校施設整備事業費は、新体育館の建設準備に要した経費

でございます。成果報告書は２１９ページとなります。新体育館建設の用地取得及び基本設計に要

した経費でございます。 

  同じく備考欄２の小学校施設耐震化費につきましては、五百川小学校の耐震化事業に係る西校舎

の耐震補強改修工事の実施設計に要した経費でございます。成果報告書は同じく２１９ページとな

ります。 

  続きまして、２８８、２８９ページをお開き願います。 

  ３項中学校費、１目学校管理費、備考欄４学校施設維持管理費につきましては、中学校施設の維

持管理に要した経費でございます。成果報告書は２２１ページとなります。学校施設の諸修繕を初

め機械警備委託料、各種の保守点検委託料等を支出したほか、本宮一中の柔剣道場のスポーツ畳７

８枚の更新を行いました。また、強風により本宮二中のプール更衣室の屋根が破損したため修繕工

事を実施するとともに、バスケットボール競技の公式ルールが改正されたため、本宮一中と白沢中

学校体育館のコートライン改修工事を行いました。 

  続きまして、２９２、２９３ページをお開き願います。 

  ３目学校建設費、備考欄１中学校施設耐震化費につきましては、白沢中学校の耐震化に要した経

費でございます。成果報告書は２２５ページとなります。南校舎及び渡り廊下の耐震補強と大規模

改造に係る実施設計を業務委託により実施いたしました。 

  同じく備考欄２の本宮第一中学校施設整備費につきましては、校舎と体育館をつなぐ連絡通路の

整備に要した経費でございます。成果報告書は２２５ページとなります。校舎と体育館の移動に際

し生徒の安全を確保するため、市道上空に連絡通路を建設いたしました。 

  同じく備考欄３の本宮第二中学校施設整備費は、本宮二中の技術室整備に要した経費でございま

す。成果報告書は２２６ページとなります。校舎及び体育館の新築復旧工事に当たり、工事の支障

施設として解体をしました技術室の実施設計及び新築工事を実施いたしました。 

  続きまして、２９６、２９７ページをお開き願います。 

  ４項幼稚園費、１目幼稚園費、備考欄４の幼稚園施設維持管理費でございます。成果報告書は２

２８ページとなります。主な内容につきましては、施設の諸修繕、各種の保守点検料のほか、園児

の安全対策といたしまして五百川幼保総合施設のテラス支柱衝撃保護工事を実施いたしました。 

  次、２９８、２９９ページ、お開き願います。 

  備考欄８幼保一元化施設整備費につきましては、五百川幼保総合施設の整備に係る幼稚園部に係

る経費でございます。成果報告書は２３０ページとなります。旧五百川幼稚園の園舎を解体し、駐
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車場として整備を行ったほか、旧施設からの遊具の移設及び新設を行いました。 

  続きまして、決算書３４６、３４７ページをお開き願います。 

  １１款災害復旧費、３項文教施設災害復旧費、１目公立学校施設災害復旧費の備考欄１中学校災

害復旧費の過年及び備考欄２の中学校災害復旧費の現年につきましては、東日本大震災で被災した

中学校施設の災害復旧に要した経費でございます。成果報告書は２７０、２７１ページとなります。

本宮二中の校舎及び体育館の新築復旧工事、仮設校舎工事並びに白沢中学校グラウンドのり面災害

復旧工事、中学校３校のプール災害復旧工事を実施いたしました。 

  同じく備考欄３の幼稚園災害復旧費、現年につきましては、白岩幼稚園の天井等の修繕に要した

経費でございます。成果報告書は２７１ページとなります。 

  同じく備考欄４小学校災害復旧費の現年につきましては、各小学校の災害復旧に要した経費でご

ざいます。成果報告書は２７２ページとなります。和田小学校、五百川小学校の校舎の修繕、それ

から糠沢小学校のプール修繕等が主な内容となっております。 

  続きまして、３５０、３５１ページをお開き願います。 

  ４項厚生労働施設災害復旧費、１目民生施設災害復旧費、備考欄３にございます児童福祉施設災

害復旧費（現年）でございます。成果報告書は２７６ページとなります。白沢保育所園庭ののり面

復旧工事及び本宮第二保育所の外壁修繕工事を行ったものでございます。 

  以上が教育総務課が所管いたしました内容のご説明でございます。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、続きまして、幼保学校課が所管いたしました主な決算の内容についてご

説明申し上げます。 

  まず、歳入からご説明したいと思います。 

  決算書の２０、２１ページをごらんいただきたいと思います。 

  １２款分担金及び負担金、１項負担金、１目民生費負担金、２節児童福祉費負担金でございます

が、備考欄にあります保育所負担金、保育所延長保育料負担金、保育所一時保育負担金などの現年

度分と単年度分で２４年度に納入となった分でございます。合計で１億２，５０４万１，２０９円

となってございます。 

  同じく３目教育費負担金、１節保健体育費負担金でございますが、備考欄の本宮方部学校給食セ

ンター協議会負担金の１，０４８万８，４２９円ですが、これは給食センターからの負担金で、派

遣職員１名分の人件費や財務会計端末の使用料となっております。 

  次のページをごらんいただきまして、２３ページになります。 

  備考欄一番上の本宮方部学校給食センター建設償還費負担金の３３８万３，４００円につきまし

ては、給食センター建設に伴います起債借入償還金の大玉村分の負担分となります。 

  次に、２６、２７ページをごらんいただきたいと思います。 

  １３款使用料及び手数料、１項使用料、８目教育使用料、１節幼稚園使用料でございますが、備

考欄にあります幼稚園保育料、幼稚園預かり保育料の現年度分と滞納繰越分で２４年度に納入とな

った分でございます。合計で２，５２７万２８２円となってございます。 

  次に、３０、３１ページをごらんいただきたいと思います。 

  ４節通園通学バス使用料でございますが、これは白沢地区におけます保育所、幼稚園及び小・中

学校の通園バスの使用料でございます。決算額が６５４万３，０００円となってございます。 

  次に、３２、３３ページをごらんいただきたいと思います。 
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  １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、２節児童福祉費負担金でございま

すが、備考欄の児童措置費負担金１，６６０万３，０９０円とありますが、これは児童福祉法に基

づきまして、認可保育所に入所した場合に市が支弁した経費に対しまして保育料を差し引きました

残額の２分の１を国が負担するものでございます。なお、認可保育所については、もとみや幼児の

家でございます。 

  次に、３４、３５ページをごらんください。 

  ２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金、２節児童福祉費補助金でございますが、備考欄の一番

下にあります子育て支援交付金（一時預かり事業）の２８６万５，０００円ですが、これにつきま

しては一時保育を実施しております第一保育所、白沢保育所への補助金でございます。 

  次に、３８、３９ページをごらんいただきたいと思います。 

  ５目教育費国庫補助金の３節幼稚園補助金でございますが、保護者の経済的負担の軽減を図るた

めに入園料、保育料を減免するために、国が地方公共団体に対しまして補助を行うものでありまし

て、決算額が１５２万１，０００円となっております。 

  次に、４０、４１ページ、ごらんいただきたいと思います。 

  ３項委託金、３目教育費委託金、２節教育総務費委託金でございますが、備考欄にあります復興

教育支援事業委託金７８４万７，６３３円でございますが、これは文部科学省の被災地における特

色のある教育を支援するための公募型の委託事業でございまして、２４年度で応募しました結果、

採択となったもので、スキー体験教室やキャリア教育等を実施いたしました。 

  同じく１５款県支出金、１項県負担金、１目民生費負担金、２節児童福祉費負担金でございます

が、備考欄の児童措置費負担金８３０万１，５４５円とありますが、これは先ほど説明いたしまし

たもとみや幼児の家に係る負担金でございまして、国の２分の１に対して県が４分の１負担するも

のでございます。 

  続きまして、４４、４５ページをごらんいただきたいと思います。 

  ２項県補助金、２目民生費県補助金、２節児童福祉費補助金でございますが、備考欄にあります

放課後児童健全育成事業費補助金１，４８８万６，０００円につきましては、市内の放課後児童ク

ラブ７つございますが、それに対する補助金でございます。 

  次に、地域保育施設助成事業費補助金５５万円につきましては、どんぐり保育園、光明保育園の

認可外保育園に対します補助金でございます。 

  次に、保育対策等促進事業費補助金１６３万３，０００円につきましては、本宮幼稚園に対しま

す補助金でございます。 

  次に、安心こども基金特別対策事業補助金６，９２４万円につきましては、東日本大震災や原発

事故に係るさまざまな事業への補助金となってございます。 

  次に、４８、４９ページをごらんいただきたいと思います。 

  ６目教育費県補助金、２節教育総務費補助金でございますが、備考欄の被災児童生徒等就学支援

事業補助金７６２万８，０００円につきましては、東日本大震災によりまして家屋に半壊以上の被

害を受けました児童・生徒、あるいは本市で支援しております児童・生徒に対する扶助等でござい

まして、次の学校給食検査体制整備事業補助金１，６０５万３，７８６円につきましては自校給食

代プラス白沢地区の小・中学校への放射線量測定器の補助金と伺ってございます。 

  次に、５２、５３ページをごらんいただきたいと思います。 

  ３項県委託金、５目教育費委託金、２節教育振興費委託金でございますが、備考欄にありますス
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クールソーシャルワーカー緊急派遣事業委託金２０８万円でございますが、臨時のスクールソーシ

ャルワーカー配置のための委託金となってございます。 

  次に、５４、５５ページをごらんいただきたいと思います。 

  １６款財産収入、１項財産運用収入、２目利子及び配当金、うち利子でございますが、備考欄の

下から２番目にあります遠藤輝雄奨学基金の利子が１万４２６円となってございます。 

  また、次のページ、５７ページをごらんいただきたいと思いますが、備考欄上から３番目にあり

ます篤志奨学基金の利息、これが２万４，０６３円となってございます。なお、この篤志奨学金に

つきましては、平成２０年度に制定いたしまして、２５年度から運用開始しました給与型の奨学資

金となってございます。 

  次に、５８、５９ページをごらんいただきたいと思います。 

  １７款寄附金、１項寄附金、６目教育費寄附金、１節教育費寄附金でございますが、備考欄にあ

ります学校教育費寄附金が５６万８，１４９円となってございますが、これにつきましては中学校

の卒業生からの還暦祝い等に係る母校への寄附金ということになってございます。 

  次に、８０、８１ページをごらんいただきたいと思います。 

  ２０款諸収入、５項雑入、３目雑入、８節教育費雑入でございますが、備考欄の中段あたりにご

ざいます学校給食費未納分返還金で９０万９，８３２円でございますが、これは平成２３年度の学

校給食費の給食センター未納分で、保護者より納付があったものでございます。 

  その下の本宮方部学校給食センター協議会負担金、過年度精算金１７９万１，７９６円でござい

ますが、これは２３年度の負担金の精算に伴う償還金ということでございます。 

  それでは、続きまして、歳出のほうの説明に入らせていただきます。 

  まず、決算書の１７０、１７１ページと成果報告書１０９ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費の備考欄（６）の地域子育て支援拠点事業（セ

ンター型）でございますが、これは五百川幼保総合施設の中に地域子育てセンターを開設いたしま

して、子育て世帯への支援を行っているものでございまして、２４年度につきましては延べ３９人

の方が利用しております。決算額は２４１万３，０００円となってございます。 

  同じく決算書１７０、１７１ページと成果報告書１０９ページ、同じになりますが、備考欄６放

課後児童健全育成費、（１）の放課後児童健全育成事業でございますが、これは市内７つの放課後児

童クラブの運営を社会福祉協議会に委託しているもので、委託料で決算額が４，５６９万８，００

０円となってございます。 

  次に、決算書の１７４、１７５ページと成果報告書の１１７ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  ３目保育所費の備考欄の（２）保育所運営費でございますが、市内５カ所の保育所の運営費でご

ざいます。主な経費は、臨時職員の人件費や保育料収納事務の委託料、また、健康づくり活動のた

めの補助金  でございまして、決算額が１億４，７６９万３，０００円となってございます。 

  続きまして、決算書１７６、１７７ページ、あわせまして成果報告書の１１９から１２０ページ

をごらんいただきたいと思います。 

  備考欄４の特別保育費、（１）の一時保育事業、（２）延長保育事業、（３）障害児保育事業でござ

いますが、多様化いたします保育需要に積極的に対応するために、一時保育・延長保育・障害児保

育事業によりまして保護者の負担軽減を図っておるものでございます。主な経費は、臨時職員の人
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件費や賄い材料費などで、決算額が４，１６４万７，０００円となってございます。 

  次に、決算書の１７６から１７９ページと成果報告書の１２０ページをごらんいただきたいと思

います。 

  備考欄５民間保育所・保育園育成費の（１）民間認可保育所・保育園運営支援事業でございます

が、民間認可保育所の健全な運営を支援するために、運営費の支弁及び延長保育事業の補助を行っ

ているもので、決算額は５，０２１万６，０００円となっております。対象につきましては、もと

みや幼児の家となっております。 

  次に、決算書の１７８、１７９ページ、成果報告書の１２０から１２１ページをごらんいただき

たいと思います。 

  備考欄（３）民間認可外保育所・保育園運営支援事業でございますが、認可外保育所に対しまし

て運営費、健康管理費、教材等の補助を行っておるところで、決算額は１３２万９，０００円とな

ってございます。対象につきましては、どんぐり保育園と光明保育園となってございます。 

  次に、決算書の１７８、１７９ページと成果報告書の１２２ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  ４目児童福祉施設費、備考欄１児童福祉施設管理運営費の（２）第一・第二児童館運営事業でご

ざいますが、第一児童館につきましては社会福祉協議会で設置いたして、管理運営を行っておりま

すので、運営補助金を交付しております。第二児童館につきましては、市が設置して、指定管理者

として社会福祉協議会に運営を委託しておりますので、補助金と委託料で決算額が５２９万９，０

００円となってございます。 

  次に、決算書の２６８、２６９ページと成果報告書は２０４ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  １０款教育費、１項教育総務費、２目教育総務管理費、備考欄３の子ども安全対策費の（１）子

ども安全対策会議運営費用でございますが、子供たちの安全・安心を確保するための交通安全パト

ロール等に伴う経費でございまして、決算額が１万２，０００円となっております。 

  次に、決算書同じく２６８、２６９ページと成果報告書は２０４から２０５ページをごらんいた

だきたいと思います。 

  備考欄４の通園通学支援費の（１）通園通学支援事業でございますが、白沢地区の幼稚園、保育

所及び小・中学生を対象に通園通学バスを運行しておるものでございまして、また、自転車通学を

しております本宮二中と白沢中の生徒に自転車用のヘルメットを配布いたしております。バス運行

の委託料や臨時職員の賃金等で、決算額が２，０９５万３，０００円となってございます。 

  次に、決算書の２６８から２７１ページ、あわせまして成果報告書の２０５ページをごらんいた

だきたいと思います。 

  備考欄５東日本大震災対策費の（１）東日本大震災対策事業でございますか、これにつきまして

は成果報告書のほうでご説明いたします。 

  まず、被災児童生徒就学支援ということで、市内の住宅に半壊以上の被害を受けた児童・生徒に

対して学用品や給食費の支援をしたものでございます。また、市外の被災児童・生徒、浜通りから

の被災者でございますが、この児童・生徒に対しましても学用品や給食費の支援をいたしておりま

す。また、本宮二中生徒の体育及び部活動のために、大型バスを運行いたしております。また、屋

外プールが使用できない学校のために、市民プールとＢ＆Ｇ海洋センターへの移動についても大型

バスを運行いたしました。なお、昨年からプールが使用可能となったのは、白岩小、和田小、岩根
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小でございます。 

  次に、決算書の２７０、２７１ページをごらんいただきたいと思います。 

  備考欄７篤志奨学基金費でございますが、これは２３年度に糠沢の相原さんから寄附をいただい

た５，０００万円により、給与型の基金を制定したものでございまして、その原資と利子を積み立

てたものでございます。なお、運用につきましては、２５年度からとなっております。 

  次に、決算書同じく２７０、２７１ページと成果報告書は２０６ページをごらんいただきたいと

思います。 

  ３目学校教育費、備考欄１外国語指導助手招致費、（１）外国語指導助手招致事業でございますが、

中学校を学校単位として英語指導助手を３名招致しております。人件費や住宅の借上料などで、決

算額が１，４４７万６，０００円となってございます。 

  次に、同じく２７０から２７３ページ、成果報告書は２０６から２０７ページをごらんいただき

たいと思います。 

  備考欄２学力向上対策費、（１）学力向上対策事業でございますが、学力検査や知能検査等の調査

を実施しまして、児童・生徒の基礎学力の向上を図るものでございまして、検査用紙代が主な経費

でございます。決算額が４３０万円となってございます。 

  次に、決算書同じく２７２、２７３ページと成果報告書２０７から２０８ページをごらんいただ

きたいと思います。 

  備考欄３学校教育総務費、（３）の小・中学校学校教育事業等助成事業でございますが、各学校の

特色を生かしました学習活動を実施するＰＴＡ団体等に対しまして補助金を交付したものでござい

まして、決算額が６１３万７，０００円となってございます。 

  次に、決算書２７２から２７５ページと成果報告書の２０８ページ、ごらんいただきたいと思い

ます。 

  備考欄４学校教育支援費、（１）学校復帰支援事業でございますが、不登校等の子供に対しまして

適応指導やカウンセリング、学力向上の支援を行いまして、早期の学校復帰を図るための適応指導

教室を開催してございます。その指導員の賃金や講師謝礼などで、決算額が１４９万９，０００円

となってございます。 

  続きまして、（２）の特別支援教育支援員配置事業でございますが、成果報告書は２０９ページと

なってございます。普通学級に在籍しておりましても特別な教育支援を要しますＬＤやＡＤＨＤ等

の障害を持った児童・生徒に対しまして、一人一人のニーズに的確に対応するために支援員を配置

しておりまして、その臨時職員の賃金等で、決算額が１，６７９万３，０００円となってございま

す。 

  次に、（３）のスクールソーシャルワーカー配置事業でございますが、成果報告書は２０９から２

１０ページとなってございます。２名のスクールソーシャルワーカーを配置いたしまして、子供や

保護者に対しまして専門的な見地から、学校や関係機関と連携しまして、個々の状況に応じました

相談や助言を行っております。臨時職員の賃金や旅費などで、決算額が２９９万９，０００円とな

ってございます。 

  次に、決算書の２７４、２７５ページと成果報告書の２１０ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  備考欄５キャリア教育推進事業でございますが、児童・生徒がみずからの将来像を考えて、それ

に向かって取り組むことができるようにするための講演会や体験活動を行ったもので、講師謝礼や
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バス代等で、決算額が４７万４，０００円ということでございます。 

  続きまして、決算書の２７４から２７７ページと成果報告書２１１ページをごらんいただきたい

と思います。 

  ５目放射能対策費の備考欄１放射能対策費の（１）学校給食放射性物質検査事業でございます。

白沢地区の自校給食の検査に係る検査機器の購入費や給食センターへの検査に対する経費の負担と

なってございまして、決算額が２，２１６万９，０００円となっております。 

  同じく備考欄（２）の児童・生徒心のケア対策事業でございますが、成果報告書につきましては

２１１ページとなります。これにつきましては、幼児や児童・生徒の不安解消の取り組みや心のケ

アを図るために、臨床心理士によります放射能対策の学級ミーティングを行ったものでございまし

て、決算額が講師謝礼等で４２万６，０００円となってございます。 

  同じく備考欄３の放射線教育事業でございますが、成果報告書同じく２１１ページとなります。

これにつきましては、教師を対象としまして放射線教育等を行うための授業の手法の習得のための

講演会等を行ったもので、決算額は講師謝礼等で３４万５，０００円となってございます。 

  同じく備考欄（４）の体験活動促進事業でございますが、成果報告書は２１２ページをごらんい

ただきたいと思います。これにつきましては、放射線に係るストレスを解消しまして、文化体験や

自然体験をする機会をふやすため、幼稚園、保育所での絵画教室やスポ尐等の各種団体への活動へ

の交通費の助成、また、香川県直島との交流事業等を行ったもので、決算額が２，６７０万６，０

００円となってございます。 

  次に、決算書２７６から２７９ページと成果報告書２１４ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  ２項小学校費、１目学校管理費、備考欄１学校管理運営費の（１）小学校管理運営事業でござい

ますが、児童の快適な学習環境を確保するために、学校施設の適正な運営と必要な管理用備品の整

備を行ったものでございまして、用務員の賃金や管理用備品購入などで、決算額が５，３９６万２，

０００円となってございます。 

  次に、決算書同じく２７８、２７９ページと成果報告書２１４ページをごらんいただきたいと思

います。 

  備考欄の２保健管理費、（２）の小学校児童定期健康診断事業でございますが、児童の健康保持と

増進のために、学校保健法に基づきまして健康診断を行っているもので、委託料などで決算額が１

３６万７，０００円となってございます。 

  次に、決算書同じく２７８、２７９ページと成果報告書２１５ページをごらんいただきたいと思

います。 

  備考欄（４）の小学校児童健康づくり推進事業でございますが、学校の特色を生かしました健康

づくり活動を支援するために、ＰＴＡ団体等に一律に２０万円を交付したものでございまして、決

算額が１４０万円となってございます。 

  次に、決算書の２８２から２８５ページ、成果報告書２１６、２１７ページをごらんいただきた

いと思います。 

  ２目教育振興費、備考欄１教育振興費、（１）の小学校振興教材整備事業でございますが、児童の

学習を支援するために、準教科書やパソコン等の学校教材を整備したものでございまして、決算額

が３，７９４万４，０００円となってございます。なお、２４年度につきましては、本宮地区の４

つの小学校にパソコンを１３２台購入してございます。 



 

－１３－ 

  次に、決算書同じく２８２から２８５ページと成果報告書は２１７ページとなります。 

  備考欄の（２）小学校文化芸術分野各種大会交流行事参加事業でございますが、安達地方の音楽

コンクールや文集コンクールなど参加に係る諸経費や負担金の支援を行ったものでございまして、

バス借上料などで１１５万７，０００円となってございます。なお、コンクールの参加実績や入賞

状況につきましては、成果報告書のとおりでございます。 

  次に、決算書同じく２８２から２８５ページと成果報告書２１８ページをごらんいただきたいと

思います。 

  備考欄（５）の小学校読書活動推進事業でございますが、学校図書館に図書を購入したものでご

ざいまして、決算額が１２７万５，０００円となってございます。 

  次に、決算書２８４、２８５ページと成果報告書２１８ページをごらんいただきたいと思います。 

  備考欄２就学奨励援助費の（１）小学校就学奨励援助事業でございますが、経済的な理由により

まして就学が困難な児童を援助するために、就学援助費と特別支援教育費の補助を行ったものでご

ざいまして、要保護児童２名と準要保護児童１３５名に支給してございます。また、特別支援教育

就学奨励費として２１名に支給しておりまして、決算額は扶助費で８４１万９，０００円となって

ございます。 

  次に、決算書の２８６、２８７ページ、成果報告書の２２０ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  ３項中学校費、１目学校管理費、備考欄２学校管理運営費の（１）中学校管理運営事業でござい

ますが、生徒の快適な学習環境を確保するために、学校施設の適正な運営と必要な備品等の整備を

行ったもので、用務員賃金や備品購入費などで３，６４３万５，０００円となってございます。 

  次に、決算書２８６から２８９ページと成果報告書２２０ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  備考欄３保健管理費、（２）の中学校生徒定期健康診断事業でございますが、生徒の健康保持のた

めに、学校保健法に基づきまして健康診断を実施しているもので、決算額が９２万３，０００円と

なってございます。 

  次に、同じく２８６から２８９ページと成果報告書は２２１ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  備考欄（４）中学校生徒健康づくり推進事業でございますが、学校の特色を生かしました健康づ

くり活動を支援するために、ＰＴＡ団体に一律に２０万円を交付したもので、決算額が６０万円と

なっております。 

  次に、決算書２９０、２９１ページと成果報告書２２２ページをごらんいただきたいと思います。 

  ２目教育振興費、備考欄１教育振興費、（１）中学校振興教材整備事業でございますが、生徒の学

習を支援するための準教科書やパソコン等の学校教材を整備したもので、備品購入等で決算額が１，

４６３万４，０００円となってございます。 

  次に、同じく決算書２９０、２９１ページと成果報告書２２２から２２３ページをごらんいただ

きたいと思います。 

  備考欄（２）中学校文化芸術分野各種大会交流行事参加事業でございますが、安達地方の音楽コ

ンクールや県の音楽コンクールの参加、あるいは英語弁論大会等の参加に係ります諸経費の負担金

の支援を行ったもので、バスの借上料などで決算額が８６万５，０００円となってございます。な

お、コンクール等の実績や入賞状況につきましては、成果報告書のとおりでございます。 
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  続きまして、同じく決算書２９０、２９１ページと成果報告書は２２３、２２４ページをごらん

いただきたいと思います。 

  備考欄（３）の中学校スポーツ分野各種大会交流行事参加事業でございますが、部活動を中心に

中体連等の各種競技大会参加に係る諸経費や負担金の支援を行ったものでございまして、バスの借

上料などで決算額が６８４万４，０００円となってございます。参加状況や成績につきましては、

成果報告書のとおりでございますが、なお、昨年は本宮一中の男子ハンドボール部が全国大会に出

場いたしております。 

  次に、決算書同じく２９０から２９１ページと成果報告書は２２２ページをごらんいただきたい

と思います。 

  備考欄（５）の中学校読書活動推進事業でございますが、学校図書館に図書を購入したものでご

ざいまして、決算額が１１１万５，０００円となってございます。 

  次に、決算書２９２から２９３ページと成果報告書２２４ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  備考欄２就学奨励援助費の（１）中学校就学奨励援助事業でございますが、経済的な理由により

まして就学が困難な生徒を援助するために、就学援助費と特別支援教育の補助を行ったものでして、

要保護生徒が３名、準要保護生徒７４名に支給してございます。また、特別支援教育就学奨励費と

して４名に支給しておりまして、決算額は８３４万７，０００円となってございます。 

  次に、決算書２９４、２９５ページと成果報告書２２６ページをごらんいただきたいと思います。 

  ４項幼稚園費、１目幼稚園費、備考欄２幼稚園管理運営費、（１）幼稚園管理運営事業でございま

すが、教育内容の充実と教育環境の整備に努めまして、市内５カ所で４歳・５歳児を対象とした幼

稚園を運営しているものでございます。臨時職員の賃金等などで決算額が３，８４７万５，０００

円となってございます。 

  次に、決算書が２９４から２９７ページ、成果報告書は２２６から２２７ページをごらんいただ

きたいと思います。 

  備考欄３保健管理費の（３）幼稚園児健康づくり推進事業でございますが、豊かな心と健全な身

体を育むための特色を生かした健康づくり活動を支援するために、ＰＴＡ団体等に一律に５万円を

交付したもので、決算額が３０万円となってございます。 

  次に、決算書の２９６、２９７ページと成果報告書２２８ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  備考欄５私立幼稚園就園奨励援助費、（１）の私立幼稚園就園奨励援助事業でございますが、私立

幼稚園に在籍いたします園児の保護者に対しまして、課税状況に応じまして、幼稚園を通して保育

料の補助を行っているものでございまして、決算額が５３８万６，０００円となっております。 

  次に、決算書の２９６から２９９ページと成果報告書２２９ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

  備考欄６教育振興費、（３）の幼稚園読書活動推進事業でございますが、幼稚園児に本の読み聞か

せや貸し出しを行いまして、読書習慣の形成を支援するもので、購入費で決算額が１３万７，００

０円となってございます。 

  次に、決算書２９８、２９９ページと成果報告書は２２９ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  備考欄７預かり保育費、（１）の預かり保育事業でございますが、仕事等によりまして家庭での育
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児が困難な世帯に対しまして子育ての支援を行うために、教育時間終了後に在園児を保育するもの

で、臨時職員の賃金等や委託料等で決算額が２，２４８万７，０００円となってございます。 

  次に、決算書の３３８から３４１ページと成果報告書は２６１ページをごらんいただきたいと思

います。 

  ６項保健体育費、３目学校給食費、備考欄１学校給食費、（１）の自校給食事業でございますが、

白沢地区の小・中学校４校において、自校方式で給食を提供しておりますので、その調理員の雇用

に係る経費等で決算額が３，１５１万円となってございます。 

  次に、決算書の同じく３３８から３４１ページと成果報告書２６２ページになりますが、備考欄

（２）の本宮方部学校給食センター運営参画事業でございますが、大玉村と共同設置しました給食

センター協議会に対する運営費の負担金等であります。決算額が７，１３８万４，０００円となっ

てございます。 

  以上で幼保学校課が所管いたしました決算の内容についての説明を終わらせていただきます。 

◇生涯学習センター長 続きまして、生涯学習センターが所管いたします決算の状況について説明を

いたします。 

  初めに、歳入からご説明申し上げます。 

  決算書５２、５３ページをお開きいただきたいと思います。 

  １５款県支出金、３項委託金、５目教育費委託金、１節社会教育費委託金でございます。５３ペ

ージの中段下なんですけれども、ふるさとの魅力再発見・地元学事業委託金、こちらは白沢地区の

地域の魅力を見直そうということで、県のほうからの委託を受けております。２４年度と２５年度

で実施する内容で、２４年度分が４１万１，９４０円を収入しております。 

  さらに、学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業委託金でございますが、こちらに

つきましては被災３県を対象とした事業でございます。内容としましては、放課後子ども教室推進

事業、これは各小学校ごとに設置されております遊友クラブの事業、さらには学校支援地域本部事

業、これは学校へボランティアの派遣等を行う事業です。さらに、もう一つ、これは新たな事業な

んですけれども、地域支援推進事業ということで、公民館の活動が震災によって衰退しているとい

うことで、公民館をサポートしようというようなことで事業費を見ていただきました。合計で４３

５万８，４００円の収入をいただいております。 

  続きまして、５８、５９ページをお開きいただきたいと思います。 

  １７款の寄附金、１項寄附金、６目教育費寄附金、１節の教育費寄附金でございます。ちょうど

中ほどになりますけれども、教育費寄附金ということで１８６万８３６円の収入がございました。

主なものを説明したいと思いますが、中條にお住まいの小山隆雄様から１００万円の寄附をいただ

きました。社会教育、文化振興ということでいただいた内容でございます。続きまして、白沢の白

岩の三瓶義光様から５０万円の寄附をいただきました。さらには、上尾市スポーツ尐年団から２５

万円の寄附をいただいたところでございます。 

  続きまして、８０、８１ページをお開きいただきたいと思います。 

  ２０款の諸収入、５項の雑入、３目の雑入で８節の教育費雑入でございます。この中で、８１ペ

ージの中ほどになりますが、Ｂ＆Ｇ財団海洋センター助成金ということで１，３００万円の収入を

得ております。これは、海洋センターの膜体が大分傷んだということで、その経費に充てるために、

Ｂ＆Ｇ財団からいただいた内容でございます。 

  それでは、歳出のほうの説明に移ってまいります。 



 

－１６－ 

  決算書２６４、２６５ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書は２００ページにな

ります。 

  こちらは、９款の消防費、１項の消防費、４目の災害対策費で、細目が６の放射能対策費でござ

います。その中で、備考の欄に書いてありますが、その中の放射能対策事業ということで、一番下

のところに放射能対策関連工事ということで１６９万４，００９円の支出をしておりますが、成果

報告書のほう２００ページをごらんいただきたいんですが、中央公民館の敷地の除染を行いました。

その除染工事費がこの金額になります。概要としましては、中央公民館前の花壇、建物周りの表土

除去、さらには建物周りの砕石の路面の復旧を行ったところでございます。 

  続きまして、決算書３０４、３０５ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書は２３

７ページになります。 

  １０款の教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費の備考の欄の１０番住民主体のふるさと

づくり推進費の中で、１）のふるさとの魅力再発見・地元学事業でございます。これは、先ほども

歳入のほうでも説明させていただきましたが、阿武隈山系の過疎・中山間地の事業として、白沢地

区において２４、２５年度の２カ年で継続事業として実施するものでございます。２４年度につき

ましては、フィールドワークということで実施をいたしました。フィールドワークを１２回実施い

たしました。さらには、推進委員会を３回、あと講師による講義をいただきまして、合計１６回の

会議等を開催しました。さらには、小学校においては調査票の提出ということで、家庭の中でおじ

いちゃん、おばあちゃんなどから聞き取りをした調査票の提出をいただいたところでございます。

費用としては講師謝礼、消耗品、通信運搬、マイクロバスの借り上げで４１万１，９４０円となっ

たところでございます。 

  続きまして、備考の欄の１１地域支援推進費でございます。９６万６，０００円でございますが、

成果報告書については２３８ページになります。この内容でございますが、社会教育事業を支援い

ただくということで、国のほうから、学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生事業ということ

で支援をいただいた内容でございます。この中で、コーディネーターを配置しました。中央公民館

に１名、白沢公民館に１名、取り組んだ社会教育事業としましては成人教育事業、青尐年リーダー

事業、家庭教育事業、しらさわ地元学事業にコーディネーターを配置しながら実施したところでご

ざいます。事業費として９６万６，０００円の支出をいたしたところでございます。この事業費を

見ていただくとわかりますように、コーディネーターの謝礼が７７万７，６００円ということで、

主な経費となっております。 

  続きまして、３０８ページ、３０９ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書のほう

は２４４ページになります。 

  ３目の文化芸術費、細目の１の文化芸術振興費でございます。備考の欄の１番の文化芸術振興費

の中の中段になりますが、伊藤久男モニュメント建立実行委員会補助金でございます。ここで１６

５万円の支出をしておりますが、成果報告書のほうにも書いてありますように、本宮市出身の国民

的歌手であります伊藤久男氏の胸像モニュメントを建立したいということで実行委員の方々よりお

話をいただきまして、市としてもそれを助成するということで、建設事業費の２分の１ということ

で１６５万円の支出をしたところでございます。２４年９月１６日には設置完了ということで、事

業の終了をしたところでございますが、現在も駅前に建立されているところでございます。 

  続きまして、決算書３２０、３２１ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書のほう

は２４９ページになります。 



 

－１７－ 

  ６目の図書館費でございます。細目が２のしらさわ夢図書館維持管理費のところでございますが、

備考の欄の中の中段下になりますが、学校図書館ネットワークシステム整備委託料で１，０２９万

円の支出をしております。成果報告書の中で２９ページの下段のほうになりますけれども、学校図

書館、小・中学校で１０校ございますが、学校図書館としらさわ夢図書館、さらには中央公民館の

図書室のネットワーク化を図るということで、機器の導入、さらにはデータの整理ということで実

施したところでございます。市内１０校で５万４，７４３件の図書の登録を行ったところでござい

ます。この事業につきましては２４年度で完了しまして、２５年度から運用開始ということで現在、

運用しているところでございます。 

  続きまして、決算書３２４、３２５ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書は２５

２ページになります。 

  ８目の歴史民俗資料館費でございます。細目が資料館管理運営費で、備考の欄を見ていただきま

すと、一番上のところになりますが、展示室エアコン設置工事ということで、資料館の展示室、１

階、２階で展示を行っているところなんですが、展示室がエアコンがなくて、大変劣悪な環境でお

客様に見ていただいているという状況がございまして、今回１階と２階にエアコンの設置をしたと

ころでございます。金額が２４７万８，０００円ということになります。おかげさまで、利用して

いただいている皆様に喜んでいただいている状況にございます。 

  続きまして、決算書同じページでございますが、９目の社会教育施設建設費でございます。その

下の欄になりますが、細目の１で社会教育施設耐震化費でございますが、備考の欄のところに資料

館の耐震化事業ということで、資料館耐震診断業務委託料１４２万８，０００円の支出をしており

ます。 

  成果報告書２５２ページのところに書いてありますが、歴史民俗資料館につきましては、大正１

３年に建築された本宮市で最も古い鉄筋コンクリート造りの建物であるということで、資料館の耐

震を診断するために診断の委託料をとったところでございますが、診断した結果につきましてはＤ

ランクということで、県庁の建物と同じランクということで、第一番に改修を行わなければならな

いというような状況の診断ではございましたが、今後どのような形で改修するかについては、２５

年中に検討してまいりたいと考えているところでございます。 

  続きまして、３２８、３２９ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書につきまして

は２５６ページになります。 

  これは６項の保健体育費になります。１目の保健体育総務費でございまして、細目が４でスポー

ツ振興活動支援費、備考のところを見ていただきますが、スポーツ尐年団補助金でございます。１

５８万４，０００円の支出をしているところでございますが、先ほども歳入のところで説明させて

いただきましたが、上尾市スポーツ尐年団より義援金ということで２５万円をいただきました。そ

の２５万円を当初予算の金額にプラスして補助金の交付を行ったところでございますが、２５万円

を２９の団体で均等割ということで、９，０００円弱というような金額になりますが、２９のスポ

ーツ尐年団に追加して交付したというような状況でございます。 

  続きまして、決算書３３４、３３５ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書につき

ましては、２６０ページをお開きいただきたいと思います。 

  ２目の体育施設費、細目の６の海洋センター維持管理費でございます。備考の欄のところをごら

んいただきたいと思いますが、ここの海洋センター維持管理事業の中で、一番下のところに海洋セ

ンター改修工事ということで２，０５７万８，９５０円の支出を行っております。 



 

－１８－ 

  成果報告書のほうをごらんいただきたいと思いますが、海洋センターは建設してから大分年数が

たちまして、膜体が大変傷んで、雤が降ると雤が漏ってしまうというような状況がございました。

そういうこともございまして、さらに震災に伴いまして放射能の関係がありまして、各学校でのプ

ールが使えないということで、海洋センターのプールと市民プールを小・中学校に利用していただ

いたところですが、雤が漏るというようなことでちょっと、その環境を改善するということで、Ｂ

＆Ｇ財団に再三にわたりまして助成のお願いをしたところでございますが、おかげさまで助成の決

定を見まして２４年度に改修工事を行ったところでございます。 

  続きまして、決算書３３６、３３７ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書は２７

２ページをお開きいただきたいと思います。 

  細目の運動場維持管理費でございます。１）の運動場維持管理事業の中で、中ほど下になります

が、白沢運動場維持補修工事ということで４２４万９５０円の支出を行っております。 

  違いました。すみません。私、成果報告書のページがちょっと違っていました。すみません。決

算書のほうだけで説明させていただきます。 

  白沢運動場につきましては、震災後、まず除染を行ったところでございます。除染を行って、そ

の後、排水の改善ということでさらに工事を行ったところでございますが、そのときに入れました

砂が、尐し石もまじっていたということで、その改修ということでさらに２４年度においても工事

を行いまして、現在は大変水はけがよく、環境が整って、多くのお客さん方に喜んでいただいてい

る状況でございます。 

  続きまして、３４８ページ、３４９ページをお開きいただきたいと思います。成果報告書２７３

ページをごらんいただきたいと思います。 

  こちらは、１１款災害復旧費、３項の文教施設災害復旧費、２目の社会教育施設災害復旧費で、

社会教育施設の災害復旧費でございます。その中で、備考の欄の２）のカルチャーセンター災害復

旧事業でございます。 

  こちらは成果報告のほうをごらんいただきたいと思いますが、カルチャーセンターにつきまして

は東日本大震災により被災をしまして、天井が崩落したということで、天井の災害復旧ということ

で８３７万２，０００円の支出をしたところでございます。建物・天井復元、さらには外壁の修理、

あとは客席の固定椅子の修復、あとは天井の照明器具の修復などを行って、現在は安心して施設を

利用させていただいているところでございます。 

  続きまして、決算書同じページでございますが、３）の中央公民館災害復旧事業でございます。

こちらのほうにつきましても、これは成果報告書２７３ページをごらんいただきたいと思いますが、

東日本大震災によりまして中央公民館についても、中央公民館とサンライズとの通路のところに被

害を受けました。その通路の復旧ということで、４７２万５，０００円の支出をしたところでござ

います。さらに、中央公民館の正面のポーチのタイルの補修、さらにはサンライズ東側の出入り口

のタイルの補修なども行ったところでございます。 

  続きまして、同じページでございますが、保健体育施設の災害復旧です。まず、白沢体育館の災

害復旧事業でございます。こちらにつきましては、成果報告書２７３ページの下段のほうになりま

すが、東日本大震災によりまして白沢体育館の法面が被災を受けまして、法面、さらには水路舗装

ということで修復を行いまして、支出としましては１，１５５万６，０００円の支出をしたところ

でございます。 

  続きまして、海洋センターの災害復旧事業でございます。成果報告書は２７４ページになります。 



 

－１９－ 

  こちらについても、海洋センターの周りの敷地の災害復旧ということで、２８６万４，４００円

の支出をしたところでございます。水路の勾配修正、さらには駐車場の路面の舗装を行ったところ

でございます。 

  続きまして、備考の欄の３番の社会教育施設災害復旧費でございます。ここではカルチャーセン

ターの災害復旧事業ということで、今の成果報告書の下のほうにカルチャーセンターと書いてあり

ますが、先ほども説明しましたが、災害復旧工事を行った際に、目視では確認できなかったものが

ございまして、追加で工事を行ったところでございますが、送風用ダクトのジョイント等の修復、

さらには天井のダクトを支える吊りボルトの修復を行いまして、４６万３５０円の支出をしたとこ

ろでございます。 

  以上で生涯学習センターが所管します決算の内容のご報告といたします。 

◇委員長 以上ですか。 

  それでは、５分間休みましょうね。では、５分間休憩します。 

  ３時５分から再開します。 

【午後２時５８分休憩】 

【午後３時０８分再開】 

◇委員長 それでは、再開をさせていただきます。 

  それでは、ただいま説明、提案がありました議案第３１号 一般会計歳入歳出決算についての質

疑を行いたいと思います。 

  はい、どうぞ。 

◇２番委員 すみません。ちょっとこちらよくわからなくなっちゃったので、成果報告書のページで

言わせていただきますと、成果報告書の２１５ページ、小学校児童健康づくり推進事業みたいな、

ここの部分だけじゃなくても、各小・中学校へ補助金を出して何か事業をやっていただくというよ

うなところで、ほかのところは一律何万円とか何千円とかいう項目があったと思うんですが、ここ

にはそれが書いて…、一律２０万円ですね。一律２０万円を交付しというのは、これは生徒さんの

人数とかそういうことは関係なく、こういう事業をやるときは一律、それぞれ１校いくらという形

で考えているということでしょうか。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 ただいまの件ですけれども、２１５ページにありますのは小学校の児童健康づくり

推進事業ということで、これと…… 

◇２番委員 あ、ごめんなさい。２０７ページが一律幾らというのがなかったもんですから、これは

配分が生徒さんの頭割りなのかどうなのかということで、お願いいたします。 

◇幼保学校課長 先ほどの健康づくりについては、小・中学校が一律２０万円、幼稚園、保育所が５

万円ということで出しておりまして、２０７ページの小・中学校教育事業等助成事業というのが学

校割いくらと、それにあと生徒数がいくらということで、児童・生徒数が多いところはその分多い

金額で補助金を出して、いわゆるメニュー選択制ということで、その学校でそれぞれ特色を生かし

て、学校独自の事業をやっていただくための事業ということで、初めから学校割と生徒数割で金額

を決めて出しているということになります。先ほどの健康づくりについては一律ということで、生

徒数関係なく出していることで聞いています。そういったことを組み合わせていろいろ言っている

ので。 

◇２番委員 確認なんですが、そうしますと、各学校は当初にいろいろな事業を考えられる時点で、
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金額的にはうちの学校はいくら補助金は出していただけるから、こんな計画はできるという計画は

立てられるという理解でよろしいでしょうか。 

◇幼保学校課長 そういうことで、よろしくお願いします。 

◇２番委員 わかりました。 

  すみません。ちょっと予算には全然関係ないんですが、さっき収入の部でも、教職員の３棟分の

家賃収入というのがあったんですが、実際、私ちょっとこの市内にある教職員住宅の状況とか、利

用の条件とか知らないもんですから、そのあたりちょっと教えていただけたらお願いいたします。 

◇委員長 はい。 

◇幼保学校課長 先ほどの教員住宅の収入というのは、あくまでも英語指導助手、この間終わりまし

たブライアンについて白沢の教員住宅でありまして、その分と、あと本宮一中と本宮二中、本宮一

中のキャシーについては、そこにありますライフボックスという、あと二中のレイシーについては

三本松だったかな、にあります大東建託のアパートなんですけれども、そこに入っていただいて、

その家賃をこちらの会計から払っていますので……、白沢の教員住宅には和田小学校の校長先生が

入っていただいていますけれども、ライフボックスと大東建託のアパートについてはこちらから家

賃を払っていますので、あとそのうちの一部をＡＬＴから直接こっちに納めてもらっている分と、

あと白沢の教員住宅については市の持ち物なので、あくまでも家賃だけをこっちでもらっていると

いう形で、それを合わせて５６万円ぐらいたしか決算額になったと思うんですが、そういった形で

す。 

◇２番委員 すみません。たびたび申しわけありません。確認ですと、教員住宅としては白沢に何戸

かあるということと、あとは借り上げ住宅でという考え方でよろしいんでしょうか。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇次長兼教育総務課長 教員住宅としては、白沢地区に現在３棟ございます。全て今入居いただいて

いる状況で、家賃は月額１万５，０００円です。そのほかに今、幼保学校課長が申し上げましたＡ

ＬＴの住まい寮として市が契約して、そこに住んでもらっているというところがあります。 

◇２番委員 すみません。たびたび申しわけないんですが、その借り上げ住宅のＡＬＴの先生たちも

納めている家賃というのは１万５，０００円ということですか、同額という……。だから、要する

に３人同額なのか、違うのかがちょっと知りたいなと思ったもんですから。それは、今わからなか

ったら後で教えてください。 

◇委員長 余りひどい宿舎なので、家賃もらうのもどうかなというぐらい、当初。 

◇２番委員 結構古い宿舎なんですか。 

〔「改築したってだけ」と言う人あり〕 

◇委員長 お金大分かかったんですね、ブライアン先生が来て。今度こそそれは改修だ、お金かけて。 

◇教育部長 ブライアンさんからジェフリーにかわるに当たりまして、室内の内装、全部やり直して

います。あと、エアコンも入れています。あと、周辺ですね、外のほうも草刈りとか砂利引きとか、

結構支出いたしました。 

◇委員長 いいですか。 

◇２番委員 はい、ありがとうございます。 

◇委員長 そのほかありますか。 

  はい、どうぞ。 

◇４番委員 成果報告書の１０９ページで地域子育て支援拠点事業ということで、利用日数、月別で
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書いてありますが、９月、１０月、１１月が結構多目で、そのほかは尐ないという状況なんですが、

これは何か理由があったか、例えば何か広報活動したであるとかあるのでしょうか。 

  全体的に年間として利用数がちょっと尐ないのかなという気がするんですが、その辺のことを教

えていただければお願いいたします。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 この子育て支援センターにつきましては、２４年度から始まっているものでござい

まして、昨年２４年度は臨時職員の方を配置いたしまして、いろいろ行ってきたところですが、そ

の辺のＰＲも足りなかったというのもたしかあったと思うんですけれども、ある程度定着してきて

９月、１０月あたりは多かったのかなというふうに思いますけれども、また年度末について尐なく

なってきているということで、具体的にどういった理由でというのは、申しわけないんですが、ち

ょっと私のほうでも把握していなかったんですが、ちなみに２５年度については正職員を配置して、

いろいろＰＲをしながらいろんな事業をやっておりますので、利用者については２４年度よりもか

なり多くなってきているという実績になるかと思います。申しわけありません。 

◇４番委員 ありがとうございました。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇３番委員 １点なんですが、２１８ページですか、成果報告の。小学校の読書活動推進事業の件な

んですが、例えば五百川小学校ですと、破棄するのは２，４００冊ぐらいですか、破棄して、新規

購入が２２６、学校としては大分減ってしまったのではないかなという感じがするんですね。何か

この辺のバランスというか、計画どおりには進められているんでしょうけれども、この辺、学校の

現状としてはどうなっているんでしょうか。 

◇委員長 教育長。 

◇教育長 廃棄という、今回ネットワークをするのに見直しをしていただきました。そのときの図書

担当の先生がどういう方かによって、今までちゃんと廃棄してきたのかどうか、子供たちが魅力的

でないという本とか、あとは年度で変わるデータとかいろいろありますよね。そういうのはあっち

こっちで廃棄をして今日までこなければならないところ、まとめてやったということがちょっと推

測できるかなという感じがいたします。 

  あとは、現在、大変図書に詳しい教員が五百川小にいますので、相当吟味をして、今回思い切っ

てやったのかなと思いました。ネットワーク化するに当たって、本当に子供たちに価値のある本を

しっかり吟味して残してもらったという経緯がありますので、これほど捨てたから困っているとい

う状況ではないかなというふうに思っております。 

◇委員長 保有冊数については大体、学校的にはちゃんと保有しているという感じがするのね。とり

あえず図書館の古い本の処理というのは、やっぱりやらなかったところが結構あったんじゃない。

どうしようもないんだ、処分しないし。それがやっぱり今回のあれで、かなり整理されたというこ

とで理解しておいてもらって。ただ、冊数が極端に尐なくなったなんかということではない、ちゃ

んと復元はされているからね、いいよね。 

  その他ありますか。 

〔「あわせて、今のでいいですか」と言う人あり〕 

◇委員長 はい。 

◇教育長 やっぱり、蔵書が子供の数と合わせて何冊くらいあるのが理想だというデータはあるんで

すが、やっぱり価値のない本、それを持っていて１００％だというのはいかがかという、その考え



 

－２２－ 

方を今回お持ちで、捨てましょうと。本当に必要な本を残して、本当に捨てましょうというのが今

回思い切りましたので、こういうばらつきが出てきたのかなと思います。 

◇委員長 あとは、どこかの県で騒いでいる何の何だっけ…… 

〔「はだしのゲン」と言う人あり〕 

◇委員長 ああいうふうなものについては、ここは全然制限というか、それはないということで理解

していいんですね。 

◇教育部長 きょう、終わってから皆さんから意見をお伺いをしようかなと思っていたんですけれど

も、一部の教育委員会で「はだしのゲン」に対して貸し出し制限をしています。本市といいますよ

りも、町村時代からこの本はありまして、もう既に２０年以上たっていますので、一般図書として

当たり前に貸し出しをして、現在に至っております。その辺の一部の教育委員会で貸し出し制限を

しているということを踏まえて、できれば教育委員の皆さんのご意見もお伺いしたいなというふう

に思っていたところだったんですけれども、尐しこれと外れてしまいますので、後ほどご意見をお

伺いできたらと思います。一応、現状では何の制限もしておりません。 

◇委員長 していないということね。 

  どうですか、そういうことで。 

◇３番委員 すみません。私は制限するべきではないとも考えています。あれはおかしいなというふ

うに思っていたので、やっぱり子供を信じるということも大切ですし、もう長年ずっと、私も子供

のころ読みましたし、やっぱり現実から変な形で情報を話してしまうというのはおかしいと思いま

すので、今のままで問題もないと思うんです、私はね。 

◇委員長 あれは復元したんですよね。２４年の７月にさかのぼってとかなんか、新聞に出たんだ。

ということで、今は別に我々が図書の検閲をする必要はないと、とりあえずね。何かあったときに

は相談になると思うんですが、今までもやっていないということですよね、これはね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 ということで、いいですね、今の渡辺さんの意見ね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 ということです。 

  そのほかありますか。もう一つ、予算組みのやつがあるもんだから。 

  では、一応２４年度決算報告関係についてのご質疑については、了承を得たということでもって

決することにしたいというふうに思います。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎議案第３２号 平成２５年度教育委員会所管の本宮市一般会計補正予算（第５号）につい 

           て 

◇委員長 それでは、次に、平成２５年度教育委員会所管の本宮市一般会計補正予算（第５号）につ

いて、議案第３２号についてお願いいたします。 

  はい、どうぞ。 

◇書記 〔議案第３２号を朗読〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇次長兼教育総務課長 それでは、内容につきましてご説明を申し上げたいと思います。 

  議案第３２号資料をごらんいただきたいと思います。 

  初めに、教育総務課関係でございますが、歳出のほうから説明させていただきます。 
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  ７６ページ、７７ページをごらんいただきたいと思います。 

  １０款教育費、１項教育総務費の１目教育総務管理費でございます。説明欄の２教育総務管理費

でございますが、まず１１節の需用費、印刷製本費１００万円につきましては、今年度策定をいた

します教育振興基本計画の印刷製本に係る費用を要求させていただいております。 

  それから、２５節の積立金でございます。教育施設等整備事業基金積立金の補正増６万８，００

０円につきましては、２４年度の事業費が確定いたしまして、基金から繰り出しをしておりました

金額、精算により６万８，０００円をまた基金に戻すということでの補正増でございます。 

  続きまして、７８ページ、７９ページをお開きいただきたいと思います。 

  ２項の小学校費、１目の学校管理費の説明欄３の学校施設維持管理費でございます。まず、１２

節の役務費、し尿くみ取り料の補正増につきましては現在、五百川小学校の耐震改修工事を行って

おりますけれども、それに伴いまして仮設トイレを設置しております。仮設トイレのくみ取り料に

不足が生じる見込みがありますので、３万１，０００円の補正をお願いするものです。 

  それから、１３節の委託料でございますが、まゆみ小学校の砂じん対策ということで、以前、教

育委員会におきましてご報告申し上げましたが、グラウンドの風下の方々より苦情が出ているとい

う状況がございますので、今回、砂じん対策の一環として塩化カルシウムを散布いたしまして、時

期は春先になりますが、土壌の保湿による防じん対策を、試験的にはなるかと思いますが、行いた

いということでのこういった内容でございます。 

  それから、１５節工事請負費でございます。まず、上２つにつきましては、本宮小学校と糠沢小

学校のプールの修繕料です。いずれも漏水が確認されていますが、本年につきましてはそのまま使

用させていただきました。シーズンが終わりまして、配管の修繕工事を行いたいということでの申

し出でございます。 

  それから、３つ目のまゆみ小学校のグラウンドの移設工事につきましては、今ほど申し上げまし

たグラウンドの砂じん対策の一環といたしまして、東側にございます門扉を南側のほうに移設する

ことにより、風の通り道をつくらないような形にしていきたいということでの補正をやってござい

ます。 

  次に、８０ページ、８１ページをお開きいただきたいと思います。 

  ３目学校建設費の説明欄２小学校施設耐震化費でございます。１１節の役務費につきましては、

五百川小学校の耐震改修補強工事を実施しておりますが、これに伴います建築基準法に基づく校舎

仮使用申請手数料ということで、想定外の手数料が必要になりましたので、１２万円の補正をお願

いするものでございます。 

  歳入に移らせていただきます。 

  １８ページ、１９ページをお開きいただきたいと思います。 

  １８款の繰入金、２項県繰入金、３目学校施設等整備事業費繰入金でございます。今申し上げま

した申請手数料１２万円の財源といたしまして、基金のほうから１２万円を繰り入れさせていただ

きたいという内容の補正となるものでございます。 

  以上が教育総務課の内容でございます。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 では、続きまして、幼保学校課が所管いたします内容について説明いたしたいと思

います。 

  まず、歳出でございますが、資料の４０ページから４３ページをごらんいただきたいと思います。 
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  ３款民生費、１項社会福祉費、７目放射能対策費の説明欄１放射能対策費、（１）の保育所給食放

射性物質検査事業と（１２）のふくしま保育元気アップ研究支援事業でございますが、まず保育所

給食放射性物質検査事業につきましては、保育所にあります検査機器、これは消費者庁から貸与を

受けております日立アロカ製の検査機器でございますが、そちらの検査機器の校正業務に係る経費

ということで、消耗品で１００万円と校正業務の委託料で１０５万円の増額をお願いするものでご

ざいまして、財源につきましては後ほど歳入でご説明いたしますが、全額、県の消費者行政活性化

交付金の対応となります。 

  次に、ふくしま保育元気アップ緊急支援事業ということでございますが、これにつきまして今年

度途中からの新規事業ということで、県の安心こども基金、こちらの事業の一環としまして、事業

の目的としましては、保育所の保護者の放射線に対する不安の解消並びに子供の運動不足の解消と

いうのが目的となってございます。内容としましては、まず保護者の不安解消ということで、保護

者に対する相談支援事業ということになりますが、これは元気アップ緊急支援事業の中の必須事業

ということで、まず保育所ごとに保健師とか臨床心理士などの資格を持っている職員を配置してく

ださいというのが１番なんですが、ただ、なかなかそれは保育所ごとに設置するというのは困難で

ありますので、あるいは保育所ごとの保育士さんに相談支援者育成研修というのを受けていただい

て、相談業務に当たっていただくということで、これについては各保育所から１人ずつ、既に１人

当たり３回の研修を受けております。 

  まず、そういった形で、相談支援の相談を受ける体制を整えた上で、そのほかに３つの事業がご

ざいまして、その３つのうちの２つの事業をやってくださいということで、このうちの１つが自然

ふれあい体験事業、あるいは運動量確保事業等ございますが、予算書４１ページの需用費でまず４

１８万９，０００円計上してございますが、このうちの１００万円が先ほどの放射性物質検査事業

の消耗品になりますが、残りの３１８万９，０００円と、４３ページごらんいただきたいと思いま

すが、説明欄上から３番目の備品購入費ということで１２９万８，０００円計上してございますが、

こちらが運動場確保事業の中の用具の購入費、こちらについてはあくまでも室内用具に限定されて

おりまして、室内用具の購入費ということで、単価が５万円未満のものは消耗品で、５万円以上の

ものは備品購入費での計上ということで、各一から白沢保育所までの保育所から希望をとりまして、

欲しい遊具を選びまして、この金額で要求をさせていただいております。 

  あと、４１ページに戻っていただきまして、説明欄８の報償費ということで、講師謝礼というこ

とで１０万円計上してございますが、これについては今度買います遊具についての安全な遊び方を

教えていただくための講師の謝礼ということで、ＮＰＯを予定しております。 

  また、４３ページを見ていただいて、使用料及び賃借料、バス借上料で１３万２，０００円計上

してございますが、こちらについては自然ふれあい体験事業ということで、こちらについては今予

定しているのが石筵のふれあい牧場とか、あとムシテックワールド、そういったところへの遠足に

係るバス代ということで要求させていただいております。こういった事業を行うということで、今

年度途中から新しくできてきた事業でございますので、９月の補正で上げさせていただいて、１０

月からこういった事業を実施していく内容であります。 

  次に、４４、４５ページをごらんいただきたいと思います。 

  ２項児童福祉費、３目保育所費、説明欄５民間保育所・保育園育成費の（１）の民間認可保育所

保育園運営支援事業でございますが、これは認可保育所でありますもとみや幼児の家に対する補助

事業となりますが、これも安心こども基金事業の一環で、保育士等処遇改善臨時特例事業というこ
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とで、保育士の処遇改善に取り組むことで人材確保を推進するという、これも今年度途中から出て

きた事業となりますが、事業費として市の職員の人件費も認められるということで、時間外手当と

して１２万１，０００円、消耗品で２万８，０００円、そして幼児に家に対する補助金として１１

４万３，０００円で、合計１２９万２，０００円を要求させていただいております。 

  続きまして、７６から７９ページをごらんいただきたいと思います。 

  １０款教育費、１項教育総務費、５目放射能対策費の説明欄１放射能対策費の（１）学校給食放

射性物質検査事業でございますが、こちらについては先ほどの保育所と同じで、検査機器の校正に

係る費用となりますが、こちらの学校についての検査費用につきましては当初予算の中で計上して

ございましたので、今回、金額が確定したということで、こちらについては逆に需用費で４０万円

の減額、委託料で４２万円の減額ということで要求させていただいているという内容となります。 

  負担金、補助及び交付金で２０５万２，０００円要求させていただいておりますけれども、これ

については給食センターに対します県からの２４年度分の検査体制整備の補助金ということで、か

かった額が確定しましたので、今回計上させていただいているところです。 

  続きまして、８６、８７ページをごらんいただきたいと思います。 

  ６項保健体育費、３目学校給食費の説明欄１学校給食費の（１）自校給食事業でございますが、

消耗品で２万４，０００円、修繕料で５万３，０００円の減額を要求させていただいております。

これについては、白岩小学校になりますけれども、給食室用のガス台、こちらのほうが破損してお

りまして、保健所のほうからも交換しろという指導もいただいておりましたので、そちらの交換と、

あと同じく給食室用のキャスターということで、キャスターとあと戸棚の戸車、こちらのほうも壊

れているということで、こちらの修繕という経費になります。 

  それでは、次に歳入でございますが、１０ページ、１１ページをごらんいただきたいと思います。 

  一番下の１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金、２節児童福祉費補助金の

説明欄の……、すみません、子育て支援交付金ですね。こちらにつきまして、財源の組み替えとい

う形になりますが、次のページを見ていただきまして、１３ページになりますけれども、こちらは

県支出金のほうになりますが、県支出金の県補助金ということで、子育て支援交付金のほうからこ

ちらの安心こども基金、財源がこちらのほうに組み替えられるということで今回、子育て支援交付

金のほうを減額しまして、安心こども基金のほうに増額で上げていく内容になります。 

  金額につきましては、まず１４ページの３番子育て支援交付金の地域子育て支援拠点事業９４９

万４，０００円とありますが、こちらのほうは１３ページの２５番で、同じく９９４万２，０００

円で計上してございます。このうち、幼保学校課が所管いたしますのは、センター型で７５万円、

ここには出てこないんですが、先ほどの地域子育てセンターということで７５万６，０００円と、

保育所の人件費ということでの２９４万４，０００円が該当してきます。この内訳としては、ここ

には出てきておりません。 

  さらに、１１ページに戻っていただいて、４番の一時預かり事業１，４５１万円ですが、こちら

のほうは１３ページの３０番一時預かり事業ということで、こちらで１５８万円の増額されており

ます。 

  以上のような内容のものです。 

  続きまして、同じく１３ページのほうの２８安心こども基金特別対策事業補助金の中の保育士処

遇改善臨時事業ということで、先ほど歳出の中で説明いたしましたもとみや幼児の家の保育士の処

遇改善のための補助金ということで、こちらのほうで全額１２９万２，０００円の歳入となります。 
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  説明欄２９の同じく安心こども基金ですが、保育元気アップ支援事業ということで４７１万９，

０００円ということですが、こちらも先ほど説明いたしました保育所の元気アップ支援事業の４７

１万９，０００円の事業費、こちらが全てこちらの安心こども基金が財源となるという内容でござ

います。 

  続きまして、１４、１５ページをごらんいただきたいと思います。 

  ３項の県委託金、１目総務費委託金、５節消費者行政委託基金の説明欄１福島県消費者行政活性

化交付金の増額ということで、これにつきましては２８９万８，０００円となってございますが、

このうち先ほど最初に説明いたしました保育所の検査機器の校正費用、こちらのほうが２０５万円

の増額で、逆に自校給食の検査機器の校正費用が１６万円の減になりますので、トータルで２８９

万８，０００円のうち１８９万円が幼保学校関係の補正増となります。 

  続きまして、１８、１９ページをごらんいただきたいと思います。 

  ２０款の諸収入、５項雑入、３目雑入、８節教育費雑入の説明欄２２でございますが、こちらは

給食センター協議会費負担過年度精算金ということで２７９万３，０００円となりますが、こちら

は給食センター協議会の２４年度負担金の精算金ということで２７９万３，０００円、市のほうに

返還となる金額でございます。 

  ４０番の学校給食センター負担金精算金ということで、こちらも同じく２４年度に放射性物質の

検査費用ということで協議会のほうに支出しておりますけれども、こちらのほうも精算になりまし

て、１０７万６，０００円が市のほうに戻る金額となります。 

  以上で幼保学校課の説明を終わらせいただきます。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇生涯学習センター長 続きまして、生涯学習センターの補正予算の内容を説明させていただきます。 

  ８２、８３ページをお開きいただきたいと思います。 

  １０款教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費の説明の欄の８番、中段下になりますけれ

ども、放課後子ども教室推進費でございます。ここで放課後子ども教室推進事業で報償費の３万３，

０００円の補正増なんですけれども、安全管理員の謝礼補正増でございますが、五百川の遊友クラ

ブにつきましては、五百川小学校の耐震工事に伴いまして、今までは五百川小学校の中で活動して

きましたが、今度、旧第四保育所で活動するように、夏休み前から変更になりました。それに伴い

まして、子供たちがＪＲ踏切のところを通ってというか、線路を渡って教室に行かなければならな

い、今まで想定していなかったんですが、それに伴って安全を管理するということで１名、安全管

理員がプラスして必要になったということで、そのために１人、１時間５００円なんですけれども、

３時間で２２日ということで３万３，０００円の補正増をお願いするものでございます。 

  続きまして、同じページでございますが、２目の社会教育振興費で、説明の欄の５の家庭教育費

でございます。事務事業が家庭教育事業で、次のページ、８４、８５ページをごらんいただきたい

と思いますが、説明の欄の８の報償費で、協力者謝礼補正増ということで１万２，０００円の計上

をさせていただいております。これは、家庭教育事業のひなげし学級、これは小学校に上がる前の

子供さんを持つ方を対象とした事業で行っておりますが、当初予定した子供さんの数が１３名で予

定しておりましたが、現在１６名と増えております。それに伴いまして、保育をするボランティア

の方の数が足りなくなったということで今回、補正増をお願いするところでございます。１回当た

り６名のボランティアの方が必要になります。当初５名だったんですが、１名ブラスしてボランテ

ィアの方をお願いするということで、今回１万２，０００円の補正増をお願いするところでござい
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ます。 

  続きまして、同じページの３目の文化芸術費でございます。説明の欄の３番文化スポーツ振興基

金積立費でございますが、事務事業のところのふるさと納税寄附金積立事業、２５節の積立金でご

ざいますが、文化スポーツ振興基金積立金の補正増で２０万５，０００円をお願いするものでござ

いますが、ふるさと納税の寄附金がございました。それに伴いまして、補正をお願いするものでご

ざいます。今回、４名の方から寄附がございまして、総額で２０万５，０００円となるものでござ

います。 

  続きまして、５目の公民館費でございます。説明の欄の１番の中央公民館維持管理費でございま

す。中央公民館維持管理事業の中の１１節の需用費で、修繕料の補正増ということで２８万５，０

００円をお願いするところでございますが、内容としましては、荒井地区公民館の大研修室のとこ

ろにシロアリが発生しました。シロアリ駆除に伴う費用の計上をお願いしたところでございます。 

  続きまして、説明の欄の２の白沢公民館維持管理費でございます。こちらにつきましては、１８

節の備品購入費で管理用備品の補正増をお願いするものでございますが、和田分館にストーブを購

入したいということで、７万９，０００円の補正増をお願いするところでございます。 

  続きまして、６目図書館費でございます。説明の欄の２しらさわ夢図書館維持管理費でございま

す。ここで１１節の需用費で８万４，０００円の修繕料の補正をお願いするものでございます。ま

ず、こちらにつきましては、図書館のビデオなどの音響関係の機器が故障していまして、それを修

繕するという、ＣＰＵを交換するというような作業なんですが、それに８万４，０００円の補正増

をお願いするところでございます。 

  それでは、次のページをお開きいただきたいと思います。８６、８７ページでございます。 

  同じく図書館費でございますが、説明の欄で１５節工事請負費で床暖房用のボイラーの修繕工事

ということで、９５万７，０００円の補正をお願いするところでございますが、床暖房ボイラー２

基あるんですが、そのうち１基が現在故障しております。これから寒くなる時期を迎えますので、

ボイラーの修繕ということで９５万７，０００円の補正増をお願いするところでございます。 

  続きまして、同じページでございますが、６項の保健体育費、２目の体育施設費でございます。

ここの説明の欄の２の市民プール管理運営費でございます。役務費で検査手数料として２５万２，

０００円の補正増をお願いするところでございますが、市民プールのボイラーにつきましては設置

から１５年以上経過ということで、故障がちなところがございますので、交換の時期には来ている

んですが、現在のボイラーの状況を把握するために、検査手数料ということで補正増をお願いする

ものでございます。 

  続きまして、１５節の工事請負費でございますが、市民プール内の塗装修繕工事ということで、

現場のほうを見ていただいたかと思うんですが、こちらのほうも築１５年を超えていまして、塗装

が大分傷んでいるということで、特に幼児用のプールにつきましては傷みが激しい状況にあります。

それで、幼児用のプールですと、ゴーグル等をしないで入っているような状況もあるもんですから、

危険性もあると。例えば、目に入ったりすると大変なので、今回、塗装の修繕ということで９６２

万３，０００円の予算を計上させていただいたところです。内容としましては、大人の方のプール

と幼児用プールの両方の修繕をするということでございます。 

  それでは、歳入のほうに移りますが、ページ数が１６、１７ページをお開きいただきたいと思い

ます。 

  １５款の県支出金、３項の委託金、５目の教育費委託金でございます。説明の欄の２学びを通じ



 

－２８－ 

た被災地の地域コミュニティ再生支援事業委託金の補正増でございます。先ほどの歳出のほうで説

明しましたが、五百川遊友クラブの安全管理員の謝礼の補正増に伴いまして、収入のほうも委託金

の補正増ということで計上させていただくものでございます。 

  続きまして、中ほど１７款の寄附金、１項の寄附金、７番のふるさと納税寄附金でございますが、

こちらは説明の欄でふるさと納税寄附金補正増ということで２０万５，０００円、４名の方からの

寄附金がございましたので、補正増をお願いするものでございます。 

  以上で生涯学習センターが所管します補正予算の内容説明を終了します。 

◇委員長 それでは、平成２５年度の補正予算（第５号）についての質疑をお願いいたします。 

  これは全員協議会のメンバーで諮ったやつですか。 

◇教育部長 補正予算は全員協議会で協議しませんので、直接議会に出しております。 

◇委員長 そうすると、ここの議案として載ってくるぐらいだから、１００％大丈夫だと思いますが、

一応こういうふうなことで補正予算要求するということです。 

  質疑があれば。 

  はい、どうぞ。 

◇４番委員 ボイラーに絡むものとかボイラーに関する費用が９０何万とか、先ほどあったんですが、

ちょっと今ページ忘れちゃったんですけれども、結構かかるもんなんですか、このぐらい。何か大

分かかるんだなという予想なんですけど。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇生涯学習センター長 これは、２台のうちの１台が故障しているということで、１台でこの金額と

いうことになります。２台ですと倍というような状況になるんですが、大分設置から年数がたって

おりまして、そういう時期に来ているということかと思いますので、よろしくお願いしたい。 

◇４番委員 修理だけでもそんなにかかっちゃう> 

◇生涯学習センター長 ええ、修理だけです。 

◇４番委員 ああ、そうですか。わかりました。 

◇委員長 それは１台の運転では寒くてだめだということで、２台運転で図書館の暖房が維持できる

というような理解なんですか。 

◇生涯学習センター長 はい、そうです。 

◇２番委員 床を剥がさなきゃならないということ…… 

◇生涯学習センター長 ボイラーのほうの設備だけで、床はほとんど大丈夫です。 

◇２番委員 ああ、そうなんですか。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇３番委員 ２点ほどなんですが、１点目は、検査機器の校正というのは、狂いが生じてくるという

ことなんですかね。 

◇委員長 はい。 

◇幼保学校課長 今回、消費者庁から借りている日立アロカ製の検査機器ですけれども、白沢地区の

自校給食４台、３校の５台ということで９台ありますけれども、そちらで長年使っていると、今言

われたように狂いが生じてくるので、それを正確な数字で測定できるように戻すための校正という

ことで、それが結構１台当たりかかりますよね。それで、今回まとめてそれをしたいということで。

先ほど言いましたように、学校関係については当初予算で上げていましたので、金額が確定したの

で４０万円を充てて、逆に保育所は予算計上していなかったもんですから、していなかったという
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のは実際保育所で使っていなかったもんですから上げていなかったんですが、今回、消費者庁のほ

うから全額来ますので、こちらのほうも校正しようということで、今回補正対応させていただいた

ということであります。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇３番委員 もう１点なんですが、第二小学校の砂対策ですかね、ちょっと塩化カルシウム散布、ど

ういうふうなのか、想像がつかないんですけれども。 

◇委員長 はい。 

◇次長兼教育総務課長 塩化カルシウム散布ですが、まずまいて、表面の土と一緒にかきまぜること

で適度な湿気を持つような効果があるそうです。この効果については、大体３カ月程度持続すると

いうふうに言われていますので、補正予算は今お願いしますけれども、実際の作業は春先に散布を

して、３月、４月、５月ぐらいの割かし風の強い時期に、特に苦情が届いていた時期に合わせて、  

効果を検証したいということでございます。 

◇３番委員 これは何か、どこかからアドバイスいただいたとか、何かどこかでやっていたとか、ど

ういうあれなんですか。 

◇次長兼教育総務課長 全国的に大きいグラウンドとか、そういったところでは塩カルをまくという

ような手法は一般的に使われているもんでしょうね。 

〔「委員長」と言う人あり〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇生涯学習センター長 すみません。先ほどのしらさわ夢図書館のボイラーのところで訂正させてい

ただきます。 

  今、事情を確認したんですが、ボイラーの入れ替えという内容になのます。すみませんでした。

修理ではあるんですが、もう入れ替えてしまうということでございますので、訂正させていただき

たいと思います。 

◇委員長 そしたら、新しいのを…… 

◇生涯学習センター長 １基を入れ替えます。 

◇委員長 入れ替えちゃうのね。 

◇生涯学習センター長 はい。 

◇委員長 補正額が３，５４１万６，０００円の総額ですよね、今回の補正は。だけど、細かく分け

ていくと、これだけ不足したのか。大体これで年度内の補正は終わりだからあれだと思うので、こ

れで大体いかれるんですかね。 

◇教育部長 そういきたいとは思っておりますが、まだ、動いてみてここが足りない、ここが壊れた

というのは必ずありますので、１２月、３月も補正をお願いする可能性はございます。 

◇委員長 はい。まず、これは議会の承認を得ないと、動きがつかないです。 

  では、いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、議案の３２号については、皆さんの合意によりまして決することにいたします。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎議案第３３号 本宮市小中学校児童生徒各種大会参加補助金交付要綱の制定について 

◇委員長 次に、３３号ですね。本宮市小中学校児童生徒各種大会参加補助金交付要綱の制定につい

てお願いします。 
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  はい、どうぞ。 

◇書記 〔議案第３３号を朗読〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、資料の５ページのほうをご覧いただきたいと思いますが、こちらが今回

制定をさせていただきたいと思っております交付要綱、概要になりますけれども、内容につきまし

ては、特に中学校等で中体連等で大会に出場しました場合に、以前の内部規程によりまして報償費、

こちらのほうから旅費等の支援をするという学校のほうに行っていたところでございますけれども、

財政部局のほうから、そういったものにつきましては内部的な補助金ではないかということで指摘

を受けまして、それで２５年度の予算編成の段階で補助金という形で予算計上してございましたの

で、本来であれば４月の段階でこういった要綱を制定しなければならなかったんですが、その辺ち

ょっとおくれてしまって申しわけなかったんですが、今回その補助金の交付要綱を制定させていた

だきたいという内容でございます。 

  内容につきましては、こちらに記載のとおりでございますが、まずこちらの要綱につきましては、

その事務手続等や、あるいはこれにちょっと添付してあるんですが、その補助金申請をする際の様

式等、そういった内容となってございます。 

  具体的な内容につきましては、この次の議案にありますけれども、取扱要領という形で補助金の

額とか、そういったものを規定していきたいと思いますので、まずはこの要綱の中でそういった大

会等の補助をしていくという内容となってございます。 

  この要綱につきましては、公布の日から施行して、２５年４月１日から、さかのぼる形になりま

すが、４月１日から適用させていただきたいという内容になってございます。 

  要綱の説明については以上で終わらせていただきます。 

◇委員長 質疑をお願いします。 

  こういうふうなやつは本当にとっくにできてなくちゃならなかった内容ですよね。あんまり成績

がよくなくて、  がちょこちょこって補助していたようなやつからこういうふうな要綱でつくっ

ていいですね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎議案第３４号 本宮市小中学校児童生徒各種大会参加補助金交付要綱取扱要領の制定につ 

            いて 

◇委員長 次に、３４号の取扱要領の制定内容ですね、これも、どうぞ提案してください。 

◇書記 〔議案第３４号を朗読〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、取扱要領の制定についてということで、先ほどの要綱についての具体的

な内容について説明させていただきたいと思います。 

  まず、資料の８ページをごらんいただきたいと思います。 

  補助対象につきましては、交通費とあと宿泊費という形になります。 

  交付の内容につきましては、まず８ページにありますように、県大会以下の場合、この場合につ

きましては県内、ここは県大会ですから県内での大会ということになりますので、県内については

ほとんどバスでの移動というふうに考えますので、幼保学校課で別に契約しております借り上げバ

ス、こちらのほうを利用していただくということで、その料金を幼保学校課のほうで持つという形
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になります。なお、高速料金については実費ということで、補助の対象とはなっていないという内

容でございます。 

  続きまして、９ページのほうに、東北大会以上の場合ということでございますが、こちらにつき

ましては、交通費につきましては原則は鉄道を利用していただいて、その３分の２を補助するとい

う内容になりますが、大会日程や、あるいは参加人数等によって、団体競技ですとそれだけ人数が

多いですから、当然一人一人鉄道を使っていくよりもバスを使ったほうが経済的ということもあり

ますので、そういった場合については、県内と同じように幼保学校課で契約しているバスを利用し

ていただいて、そのバス代を幼保学校課で持つという内容になります。 

  宿泊については、これは県大会以下でも、あるいは東北大会以上でも同じなんですが、一応２日

間以上にわたって行われる大会で、なおかつ移動距離がおおむね９０キロ以上の場合について宿泊

費も認めますよということで、宿泊費の場合についても、宿泊基本料の３分の２の補助という形に

なります。 

  なお、補助の対象となります大会については、資料の１０ページをごらんいただきたいと思いま

すけれども、主に中体連の地区大会から全国大会までつながっているような大会、こういった大き

な大会、あとは合奏とかそういったものもございますが、そういった大会について補助対象という

ことでございます。 

  以上です。 

◇委員長 それでは、質疑をお願いいたします。 

  これは、今までもこういうふうな内容は、今新たに確認するわけですが、大体内容はこのような

内容に沿って今まで補助してきたというふうな理解の仕方、それでいいですか。 

◇幼保学校課長 おっしゃるとおりで、今までと全く同じ内容で、今まで報償費で出していたものを

今度補助金という形になるものでございます。 

◇委員長 何か質問ありますか。 

  はい、どうぞ。 

◇２番委員 東北大会以上の場合なんですが、交通費で高速料金は補助しないとあるんですが、鉄道

の場合は、そういう規定は別に書かなくても問題はないんですか。だから、新幹線代はどうなのか

とか、ちょっと個人的には考えちゃったんですけど。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 新幹線の場合は、新幹線の特急料金ですか、それは該当します。ただ、３分の２、

全て３分の２以内ということで、結局、乗車料金と特急料金の合計の３分の２を補助するという内

容です。 

◇委員長 いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、３４号については一応質疑を打ち切って、採決をしてまいりたいと思いますが、

いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、異議がありませんので、３４号を承認することにいたします。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎議案第３５号 本宮市児童福祉事業等補助金交付要綱の一部改正について 

    ◎議案第３６号 本宮市保育士等処遇改善臨時特例事業補助金交付基準の制定について 
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◇委員長 それでは、次に、第３５号の提案をお願いします。 

  はい、どうぞ。 

◇書記 〔議案第３５号を朗読〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、本宮市児童福祉事業等補助金交付要綱の一部改正についての説明をさせ

ていただきます。 

  この一部改正につきましては、先ほど補正予算の中で保育士の待遇改善ということで、もとみや

幼児の家に補助金を交付するという、今年途中からの新しい事業でございますが、そういった事業

を行うに当たりまして、当然、補助金交付要綱がないと補助金の交付ができませんので、これにつ

いて、既にこのタイトルにありますように児童福祉事業補助金交付要綱がございますので、こちら

のほうに保育士の待遇改善の事業も加えていくという一部改正になりますけれども。 

  １２ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

  新旧対照表で、こちらの児童福祉事業の補助金の交付の対象となっている事業がそれぞれ載って

ございますが、改正後のほうの一番下に保育士等処遇改善臨時特例事業ということで、こちらのほ

うをこの事業の一覧表につけ加えさせていただく改正の内容となってございます。 

  なお、これ大変申しわけなかったんですが、本来であれば、この表の一番下に附則ということで、

施行年月日が入るような形なんですけれども、こちらのほうに附則ということで、この告示は、公

布の日から施行し、平成２５年４月１日から適用するということでお願いしたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

  以上です。 

◇委員長 さかのぼっていっちゃうわけですね。 

◇幼保学校課長 これをさかのぼって適用ということです。 

◇委員長 質疑いただきます。 

  はい、どうぞ。 

◇４番委員 次の議案３６号も関連する案件だと思うので、一括でご説明願って、一括審議を求めた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

◇委員長 ３５、３６ですね。 

  それでは、３６号もひとつ。 

  はい、どうぞ。 

◇書記 〔議案第３６号を朗読〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、議案第３６号の内容でございますが、こちらにつきましては３２号で一

部改正により、新たに保育士の処遇改善ですか、この臨時特例事業を入れさせていただきましたの

で、その交付基準をこちらの３６号のほうで制定させていただくという内容となっております。 

  内容については、１４ページのほうをごらんいただきたいと思いますけれども、こちらに交付基

準ということで、第１条から第４条までございますが、これを見ていただいたけれども、ちょっと

何なのかわからないような内容となってございますけれども、要するに今回の臨時特例事業につき

ましては、その算定の根拠とか、そういったものはこの第１条に書いてありますように、県の安心

こども基金管理運営要領別添７の５、これによっていろいろ算定するということになりますので、

この辺につきましては、この交付基準に対しましては基準の内容自体をちょっと簡単にするために
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こういう表示をさせていただきまして、今回、別冊の資料で議案第３６号関係という資料、表をお

渡しさせていただいたと思うんですが。 

  こちら議案第３６号関係の資料です。こちらのほうのまず１ページについてが保育所職員処遇改

善計画書ということで、この様式によって、保育所のほうから市のほうに保育所の職員の処遇の改

善を計画を出していただいて、これに基づいて市のほうで内容を検討して、その補助金の交付を決

定していくという内容で、市の関係の様式であって、こちらが１ページから３ページまでが、今回

この交付基準に規定されます市の様式という形になります。 

  そして、５ページからが県のほうの安心こども基金の運営要領の抜粋ということで、別添７の５

で保育士処遇改善臨時特例事業ということで書いてございますが、この基準に基づいて補助金の金

額を算定していくということになりますけれども、これについても、なかなかこれを読んだだけで

はちょっとその算定の仕方が難しいというか、わかりづらいんですが、算定の仕方としましては、

今回、本宮の場合はもとみや幼児の家になりますけれども、その幼児の家の職員の方の平均の勤続

年数や、あるいは年齢別の幼児の人数、こういったものを算定して金額を出しまして、補助金を交

付するという形になるんですけれども、今回その金額は、先ほど補正で要求させていただきます補

助金としては１１４万円ぐらいになるんですね。それにあと、予算の中でも説明しましたが、市の

事務費ということで人件費や消耗品等が該当しますので、合わせて１２０万幾らかの今回補正を要

求させていただいたところですが、そういったことの基準をこの中で決めさせていただいて、補助

金の交付を行っていきたいという内容となっております。 

  ちょっとわかりづらい説明だと思うんですけれども、以上で説明とさせていただきます。 

◇委員長 それでは、３５、３６を一緒に審議いたします。 

  はい、どうぞ。 

◇２番委員 すみません。これ、後ろのほうは県のほうから出ている…… 

〔「そうですね」と言う人あり〕 

◇２番委員 これに期限が、事業の実施期限が書いてあるんですけれども、２６年月３１日までと。

そうすると、これは市としても一応１年の期限ということで考えてらっしゃるんですか。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 そのとおりでございまして、今のところ２５年度の事業ということで。ですから、

ことしこの処遇改善の事業によって、簡単に言うと、給料が上がっても来年どうなるかわからない

というのが今の現状の状況でございまして、県のほうとしても、できれば継続してやっていきたい

というようなことは考えているようですけれども、今の段階ではまだそれは決まっておりませんの

で、とりあえず単年度事業ということでの扱いになっております。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇２番委員 すみません。その対象となる保育所から計画書を出していただいて、実際ということに

なると思うんですが、実際お給料としてご当人にきちんとされたかどうかの報告書というのも出し

ていただくような形なんでしょうか。 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 先ほど説明しました別冊の資料が、まず１ページ目が計画書ですが、この裏の２ペ

ージ目、こちらのほうが実績報告書ということで、こちらのほうでも当然実績報告を出していただ

くという形になります。 

◇２番委員 ありがとうございます。 
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◇委員長 これ毎年やっておかないと、また格差できっぺね。 

◇幼保学校課長 格差といいますか、１年だけ上がる形になっちゃいますので、また１年たって来年

戻るということになっちゃいますので、本当は継続してやっていただければ…… 

◇委員長 また戻っちゃうからそんなわけだ。そうだよね、予算がねえんだもんね。 

  質疑いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 それでは、３５号、３６号については、皆さんの質疑を終わらせていただきます。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎協議第１号 平成２５年度本宮市教育委員会学校訪問について 

◇委員長 それでは次に、協議事項に入るわけです。 

  協議第１号 平成２５年度本宮市教育委員会学校訪問について、お願いいたします。 

  はい、どうぞ。 

◇教育総務課課長補佐 では、資料１５ページをお開きいただきたいと思います。 

  平成２５年度本宮市教育委員会学校訪問についてということで、訪問する施設につきましては、

県北教育事務所の要請訪問以外の施設になります。 

  日程につきましては、以前に小・中学校に訪問希望日を調査いたしまして、各学校の希望日とい

たしたところです。あと、保育所、幼稚園につきましては、隣接する小・中学校、あるいは近くの

小・中学校と同じ日に訪問するということで日程を考えておりまして、まず９月３０日ですけれど

も、第１保育所と第３保育所とまゆみ小学校、１０月２日には第２保育所、糠沢幼稚園、糠沢小学

校、１１月６日、白沢保育所と白沢中学校、あと１１月８日、五百川幼保総合施設と五百川小学校

ということで計画をいたしたところです。 

  あと、糠沢小学校、白沢中学校、それから五百川幼保総合施設においては、給食の試食を予定し

ております。 

  この日程で訪問したいと考えておりますので、ご了承くださるようにお願いいたします。 

  以上です。 

◇委員長 いいですか、この日程。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 では、この日程で確認をします。 

  それから、９月６日、これ和田小学校と議会と重なっているものですから、それどういうふうに

させていただくか。 

〔発言する人あり〕 

◇委員長 では、私が行って…… 

〔発言する人あり〕 

◇委員長 わかりました。では、教育長は欠席ということ…… 

〔「いや、朝出ます」と言う人あり〕 

◇委員長 朝でいいんですか、大丈夫です。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第１号 平成２５年８月５日集中豪雨による被害状況について 

◇委員長 それでは、報告第１号、被害状況ですね。 

  どうぞ。 
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◇教育部長 去る８月５日、本市が見舞われました８．５集中豪雤につきまして、被害状況の報告を

させていただきます。 

  この集中豪雤におきまして、本市におきましては白沢地区を中心に多大な被害を受けるに至りま

した。現在までにまとまりました被害状況をご報告させていただきます。 

  ８月５日たそがれどきから降り始めました雤は、１９時３０分から２１時ころにかけまして、時

間最大雤量７１ミリ、２時間の累積雤量１０１ミリと、かつて記録したことがない大雤となりまし

た。ちなみに、白沢地区につきましては７２ミリ、累積雤量が１９８ミリとなっております。 

  １９時３８分に大雤（土砂災害、浸水害）、洪水警報が発令されました。この雤は、下水道の施設

基準を上回るもので、側溝にのみ切れない水があふれ、床下・床上浸水を初め道路に大きな損傷を

与えるとともに、多くののり面が崩れまして、いまだに７路線で通行どめが続いております。幸い

人的被害は生じませんでしたが、公共施設、民間施設に大きな被害をもたらし、３カ所の避難所に

１１世帯２５名の方が自主避難する事態となりました。 

  お手元の資料に教育委員会管轄施設の被害と主な被害の件数を記載しておりますので、ご参照い

ただきたく存じます。 

  教育施設におきましては、被害の大小を含め全３３カ所、うち１７カ所が復旧の必要があると見

ております。この復旧の対応でありますが、雤漏りや土砂流出等の施設使用並びに生命の危機に直

接つながらないものを除きまして、８月２２日に復旧工事の調査設計委託費が専決処分で認められ

ましたので、今後、復旧方法及び優先順位の検討を踏まえまして、順次仮復旧または本復旧作業に

取りかかるものと考えております。 

  以上、平成２５年８月５日集中豪雤によります被害状況についての報告とさせていただきます。 

◇委員長 質問ありますか。 

〔発言する人なし〕 

◇委員長 いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第２号 教育施設等除染事業について 

◇委員長 それでは、次に、報告第２号 教育施設等除染事業について、お願いいたします。 

  はい、どうぞ。 

◇次長兼教育総務課長 それでは、教育施設等の除染につきまして説明をさせていただきたいと思い

ます。 

  まず、平成２３年度に保育所、幼稚園及び小・中学校の校庭等の表土除去を実施しておりますが、

今般、第２弾といたしまして、施設周辺の草木、それからのり面の除染、舗装面等の高圧洗浄を実

施することといたしました。 

  委員会資料の１６ページをごらんいただきたいと思います。 

  表にまとめておりますが、今回除染を行う箇所、それから施工業者、施工期間を一覧にまとめて

おります。なお、五百川小学校と白沢中学校につきましては現在、耐震工事中のため、作業現場が

干渉してしまうということもございますので、別途発注する予定で準備を進めているところでござ

います。 

  以上でございます。 

◇委員長 よろしいでしょうか、除染計画で。 
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──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第３号 未来(あした)への道 1000km 縦断リレーについて 

◇委員長 それでは、次にいきます。 

  報告第３号 未来(あした)への道 1000km縦断リレーについて。 

  はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、資料の１７ページをごらんいただきたいと思うんですけれども、未来(あ

した)への道 1000km縦断リレーについてでございますが、これにつきましては主催が未来(あした)

への道 1000km縦断リレー実行委員会というのがございまして、そこの主催ということで、共催が東

京都、後援が各県で後援しているわけでございますが、福島県については県と県の教育委員会、あ

と福島県体育協会等で後援してございます。 

  この概要につきましては、スポーツを通じて被災地の復興支援を目的として、各都県と陸協等と

の連携のもと、要するに東日本大震災で被害を受けた、主に津波被害を受けた海岸の通りですね。

そちらのほう、海岸線のほうをリレーするイベントなんですが、福島県については、ご存じのよう

に海岸のほうは原発事故により立ち入りできませんので、ずうっと仙台のあたりまで来てから、一

度県の中部といいますか、中ほどに来て、後半からまたいわきに向かっていくというコースなんで

すが、そういったコースなもんですから、本宮もぜひ中継点として協力いただきたいという要請が

ありまして、今回こういった形で中継ポイントになったということで、５人でそれぞれたすきをつ

なぎながら走っていくという内容で、本宮にも中継点の５人のランナーの方が、写真にありますよ

うにいらっしゃいまして、また本宮からも５人のランナーが走っていったという経過になります。 

  日時が８月２日金曜日の午後１時半ということで、当日はちょっと、若干やる前に強い雤が降っ

て、あとこれやっている最中も弱い雤が降っていたんですが、強い雤にならず幸い実施できまして、

本宮から走り出した走者の方は地元の方ではなかったんですが、福島と二本松と神奈川県の方とい

うことで出発しました。 

  今回、こういった形で本宮も中継点になるということで、市長からも激励をいただきまして、あ

と、走ってきたランナー、これから走るランナーに、市長、教育長とまゆみちゃんもあわせて記念

写真も撮影して、あと走者の方についてはまゆみちゃんのカンバシ等も記念品として差し上げたと

いう内容になっております。 

  こういったイベントを８月２日に実施したということで報告させていただきます。 

◇委員長 終わっちゃったんだね。いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第４号 ＡＬＴプロフィールについて 

◇委員長 では、次にいきます。 

  報告第４号 ＡＬＴプロフィールについて、お願いします。 

  はい、どうぞ。 

◇指導主事 今回、新規は一番右側のフライシュマン・ジェフリー・デイビッドという方です。先週

の金曜日、２３日に本宮市に着任しまして、教育長からの辞令をいただいております。また、８月

２９日木曜日なんですが、市長訪問ということで来ております。 

  また、過日、私がご案内させていただきましたが、９月１３日に歓迎会を予定しておりまして、

ぜひ皆様の列席を求めたいと思っております。 
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  また、白沢中のほうには、きょう、私、ジェフリーさんにあってきまして、いろいろと今度は９

月からまた小学校のほうに英語教育指導ということで行っていただきますので、テキスト等配布さ

せていただきまして、また、今週の木曜日もＡＬＴの時間をいただいておりますので、そこでブラ

イアンさんの後、スムーズに小学校とか中学校での英語指導が行えるようにバックアップしていき

たいと思っています。 

  なお、左側に書いてありますキャシー、あとレイシーですが、２人も一生懸命サポートしていた

だいておりますので、ジェフリーさんも物すごく白沢を気に入ってくださいまして、また、本宮の

ために自分で頑張りたいですということでおっしゃっておりました。 

  以上でございます。 

◇委員長 それでは、この方の歓迎会といいますか、これを９月１３日ということでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

◇委員長 これ、時間的には１８時３０分と１８時のと２つ、文書で来ているんですが。 

〔「そうですね、２つ来ましたね。どっちかな」と言う人あり〕 

◇指導主事 申しわけありません。１８時３０分からですので。 

◇委員長 １８時３０分ですね。ということでお願いします。 

  それでは、次にいきます。 

〔「委員長、すみません」と言う人あり〕 

◇委員長 はい。 

◇幼保学校課長 それでは、ちょうどＡＬＴの報告があったもんですから、先ほど質問ありました家

賃の関係ですけれども、あくまでも本人からいただく家賃については、その家賃の半額だそうです。

ですから、例えばライフボックスは４万９，０００円なもんですから、その半分の２万４，５００

円だったかな、それをそこに入っているキャシーのほうからいただいているという形です。半額を

いただいて、あと家賃を払っているという形です。 

  以上です。 

◇２番委員 はい、わかりました。ありがとうございます。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第５号 平成２５年度本宮市小学校鼓笛隊パレードについて 

◇委員長 それでは、次に報告第５号をお願いします。 

  はい、どうぞ。 

◇幼保学校課長 それでは、資料の１９ページをごらんいただきたいと思いますけれども、２５年度

の小学校鼓笛隊パレードの実施要領となってございます。 

  今年度も例年どおりで、鼓笛隊パレードを実施するということで、それについては裏面をごらん

いただきたいと思いますけれども、去年と同様で、みずいろ公園を出発しまして、第一保育所の脇

を通って、安達太良川を通って、あと谷病院の脇を通って県道に出て、そしてずうっと駅前まで行

って、駅前の丁字路から駅前に入って、駅前の広場を１周して演奏を終わって、あと演奏を終わっ

た後で、今度、中央公民館まで戻って、ここで解散といいますか、バスに乗って帰るというパター

ンなんですけれども、去年についてはこういったコースでやる予定だったんですが、急遽、直前に

雤に降られまして、本宮の総合体育館での実施となったということでございますけれども、ことし

につきましても、もし雤が降った場合については体育館での実施ということになりますが、去年は

急遽の体育館での実施ということで、大分車が混雑しまして、いろいろとちょっと苦情があったも
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んですから、ことしはその辺も想定しながら、なるべくスムーズに、できれば雤が降らないほうが

一番いいんですが、そういった雤天の場合の対応も考えていきたいというふうに考えております。 

  ことしにつきましては、大体児童数が６３０名ぐらいの出席ということで予定しておりまして、

一番下に開会式隊列というのがございますが、本小から順に出発して、白岩小が最後になるという

順番となります。 

  ことしもこういった形で鼓笛隊パレードを実施したいというふうに考えておりますので、ことし

は教育委員の皆様にもぜひ参加していただきますよう、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

◇委員長 これは、駅前解散になるんですか。 

◇幼保学校課長 駅前で演奏があって、後、歩いて、でバスが待っていますので、そこでバスに乗っ

て帰るという形です。 

◇委員長 そうすると、パレードは駅前を１周して終わりと。 

◇幼保学校課長 ええ、駅前広場を１周したあたりで演奏を終わるという形になります。 

◇委員長 わかりました。 

◇幼保学校課長 すみません。９月２６日木曜です。 

◇委員長 木曜日、２６日、お願いします。 

◇４番委員 これは、ここで演奏をストップするって何理由あったんでしょうか、前、何かあったよ

うな気がしますけど。 

〔「狭いっていう話」と言う人あり〕 

◇委員長 狭いかもしれない。 

◇幼保学校課長 あと、去年の予定では、駅前の広場をぐるっと回って演奏終わって、後は歩いて公

民館まで戻るときに、ドラムの子だけやっていくという予定にしたんです。 

◇ ４番委員 今回もそんな感じなんですかね。 

◇幼保学校課長 今回も同じような形になるかと思います。 

  すみません。あと、今週の２９日に担当者会議やりますので、その中でこの実施要領をもとに、

あと若干修正があるかもしれませんが、実施の内容については決まってくる形になります。 

◇委員長 いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第６号 第１回もとみやかるた大会について 

◇委員長 それでは、次に報告第６号 第１回もとみやかるた大会について、お願いします。 

  はい、どうぞ。 

◇生涯学習センター長 それでは、皆さんのお手元に資料、チラシを別冊で用意させていただきまし

た。それをごらんいただきたいと思いますが、９月２１日土曜日１時半から５時までということで、

第１回のもとみやかるた大会を実施いたします。 

  参加者募集についてはこのチラシで、学校が始まる前にお願いしまして、それぞれ配布をさせて

いただいたところでございます。現在まで、実行委員会を２回ほど開きまして、申し込み締め切り

が９月６日でありますので、その締め切りを待って、体制をさらに整えていきたいということで考

えております。 

  日程の中では、安積黎明のデモンストレーションも行いながら進めていきたいということで考え



 

－３９－ 

ております。初回なので、余り多く参加されても、対応がなかなか難しいかなと思うんですが、そ

れでもなるべく多くの方に参加していただきたいというようなことで実行委員会では考えていると

ころでございます。 

  以上です。 

◇委員長 谷さん。 

◇２番委員 これは見にというか、見にだけ行ってもいいものなんでしょうか。 

◇生涯学習センター長 はい、結構でございます。どうぞごらんいただきたいと思います。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第７号 宝くじスポーツフェア「ドリームベースボール」について 

◇委員長 では、次にいきます。 

  報告第７号、お願いします。 

  はい、どうぞ。 

◇生涯学習センター長 それでは、報告第７号 宝くじスポーツフェア「ドリームベースボール」で

ございます。 

  これも手元に資料を用意させていただきました。あと、大きなポスターもこちらの部屋のほうに

飾らせていただきましたが、９月２９日にしらさわグリーンパーク野球場において開催されます。

現在、野球教室の募集をしておりまして、３００を超える参加者を集めたところでございます。当

日は、午前中に野球教室、さらにはふれあい講演会、午後からドリームゲームというようなことで、

いろんな催し物を予定しております。 

  宝くじの運営基金を活用した事業で、約２，０００名の方を入場いただきたいというようなこと

で考えておりますが、今後、各世帯にこのチラシを配布していく予定になっております。また、入

場整理券もあわせて用意しましたので、入場整理券をお求めいただいて、当日、会場で抽選会も行

われますので、ぜひ参加をしていただきたいということで考えております。ドリーム抽選会では、

元プロ野球選手方のサイン入りのすてきなバット、グローブ、ボールなどが当たります。多くの参

加を待っている状況でございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

◇委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第８号 上尾市との社会人野球交流について 

◇委員長 それでは、次に、報告第８号をお願いします。 

  はい、どうぞ。 

◇生涯学習センター長 報告第８号 上尾市との社会人野球交流についてでございます。こちらも資

料を用意させていただきました。 

  この事業の目的としましては、上尾市とのスポーツ交流として社会人の第１弾なんですが、社会

人野球チームの交流を通しまして、本宮市と上尾市との交流を深めていきたいというような内容で

ございます。 

  また、本宮市のチームにつきましては、市町村対抗軟式野球大会に出場するチームに参加してい

ただきまして、県大会の壮行試合としていきたいと考えております。 

  実施日は９月８日の日曜日になります。日程の中では、午後から試合を行いまして、その後、懇
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談会ということで予定しています。 

  参加の予定者ですが、上尾市からは選手が１４人、あと、２人が野球連盟の方、またさらに市役

所から３人ということでおいでいただきます。本宮市につきましては、現段階で選手１５人、野球

協会から２人、さらに市役所から５人ということで進めておりますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

◇委員長 質問ありますか。いいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎報告第９号 中体連安達支部駅伝出場者強化練習会について 

◇委員長 それでは、報告第９号 中体連安達支部駅伝出場者強化練習会についてでお願いします。 

◇生涯学習センター長 それでは、報告第９号 中体連安達支部駅伝出場者強化練習会でございます。 

  ８月２４、２５日と、先週の土曜日と日曜日の２日間にわたりまして実施したところでございま

す。 

  指導者につきましては、日体大の総監督の水野増彦先生、さらには長谷洋子さん、松井一樹さん

の３人で指導いただいたところでございます。 

  なお、松井さんにつきましては、日本大学の陸上競技部の中距離のプレイングコーチをしており

ますが、２０１１年の日本学生個人選手権では８００メートルで優勝していると、昨年は国体で４

位になったというすばらしい方でございます。 

  当日は、ウォーミングアップを行いまして、さらに走りの実践ということで進めさせていただき

ましたが、やはり正しい姿勢が一番だと思います。姿勢を保たないとその次に進んでいかないとい

うことで、中学校の子供たちは大変勉強になったんじゃないかなと思っております。これが中学校

支部駅伝に生かされていくものと考えております。 

  以上で報告を終わります。 

◇委員長 質問はありますか。 

〔発言する人なし〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎その他 

◇委員長 それでは、一応本日の議案につきましては、協議事項を除きまして、以上、定例の教育委

員会の内容については打ち上げをしたいと思います。 

  それで、事務局のほう。 

  はい、どうぞ。 

◇生涯学習センター長 すみません。ただいまの資料のつづりの中に、一番最後のほうに白沢の文化

ホールで実施しておりますあだち野展、これは教職員の方の展示ということなんですが、現在、開

始されていまして、２５日から９月８日まで開催されますので、もし機会がありましたごらんいた

だきたいと思います。 

  次のページの第一美術協会のふくしまミニ巡回展、こちらにつきましても震災復興ということで、

通常ですと東京でないと見られないような内容が白沢の文化ホールで見ることができるというよう

な内容でございます。東京芸術大学のＯＢの方でつくった組織だそうです。今回、愛知県美術館と、

あとは京都、さらに福島県ということで、全国で３カ所で開かれる内容でございます。ぜひごらん

いただければと思います。 



 

－４１－ 

  以上です。 

◇委員長 そのほか、事務局関係でなければ、次回の日程…… 

〔「委員長」と言う人あり〕 

◇委員長 はい、どうぞ。 

◇教育部長 お手元に資料番号が入っていない「平成２５年度本宮市総合防災訓練実施要領」という

のをつけさせていただきました。それを簡単に説明させていただきます。 

  東日本大震災以降途絶えておりました市の総合防災訓練が今年実施されることになりましたので、

ご報告いたします。 

  このとおり、学校とか集会施設等につきましては、法令並びに個別の防災計画等によりまして避

難訓練等が実施されておりますが、総合防災訓練は災害対策基本法や本宮市地域防災計画に基づき、

市が主体となり、各種防災及び災害対応に関する訓練を実施するものであります。 

  日時は、平成２５年９月２２日日曜日午後８時から午前中いっぱいを予定しております。訓練の

場所は、中の橋上流の阿武隈川河川敷周辺を中心に、教育委員会施設からは避難訓練及び応急救護

訓練で本宮小学校体育館並びに高木地区公民館を使用する予定であります。 

  この訓練へ児童・生徒の動員は求められておりませんが、災害はいつ起きるかわかりませんし、

そのとき子供たちはどこにいるのかもわかりません。できれば、地域の住民として、災害時に自分

たちはどのような行動をとればいいのかを身をもって体験していただければと考えております。 

  以上、本宮市総合防災訓練実施の報告といたします。 

◇委員長 渡辺さんは出るんだよね、当然ね。そうすると、我々が参加するということは…… 

◇教育部長 ありません。 

◇委員長 ないでいいんですか。 

◇教育部長 はい。地域住民として参加いただくことに関しましてはありがたいことですので。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎次回開催日程について 

◇委員長 それでは、その他なければ、次回の教育委員会の日程を確認してまいりたいと思います。 

〔次回開催日程について協議〕 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

    ◎閉会の宣告 

◇委員長 それでは、以上をもちまして、８月期の定例教育委員会はこれで終了といたします。 

【午後４時５０分閉会】 

 


